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中
国
の
洪
水
神
話
に
お
け
る
兄
妹
婚
神
話
の
位
置
付
け
と
構
造
分
析

五
一
（
五
一
）　

洪
水
神
話
は
広
く
世
界
に
分
布
す
る）

（
（

が
、「
同
胞
配
偶
型
洪
水

神
話
」
は
す
で
に
芮
逸
夫）

（
（

、
聞
一
多）

3
（

、
李
卉）

4
（

、
ヴ
ァ
ル
ク）

5
（

等
が
指

摘
し
た
よ
う
に
、
西
は
イ
ン
ド
中
部
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
南

部
、
台
湾
、
沖
縄
に
至
る
ま
で
広
く
分
布
し
、
こ
の
地
域
の
一
大

特
徴
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

概
略
は
、

（
．
洪
水
が
起
こ
り
、
人
類
が
滅
亡
す
る

（
．
兄
妹
（
あ
る
い
は
姉
弟
）
だ
け
が
生
き
残
る

3
．‌‌

兄
妹
（
あ
る
い
は
姉
弟
）
が
結
婚
し
て
人
類
を
伝
え
る

と
い
う
基
本
構
造
を
と
る
。

さ
ら
に
内
容
を
詳
し
く
検
討
す
る
た
め
に
、
以
下
の
八
つ
の
構

成
要
素
に
分
け
た）

6
（

。

① 　

洪
水
の
原
因

② 　

洪
水
の
予
告
と
免
れ
る
手
段
の
教
示

③ 　

避
水
具

④ 　

生
き
残
っ
た
者

⑤ 　

同
胞
婚
の
忌
避

⑥ 　

同
胞
婚
の
結
果

⑦ 　

切
り
刻
む
モ
チ
ー
フ

⑧ 　

人
類
起
源

こ
れ
ら
の
八
要
素
を
要
素
別
に
分
析
し
、
八
要
素
の
結
合
の
仕

方
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
か
、
言
語
系
統
別
、

あ
る
い
は
生
業
形
態
と
の
関
わ
り
か
ら
ど
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
が

み
ら
れ
る
の
か
、
兄
妹
婚
神
話
は
中
国
の
洪
水
神
話
の
中
で
ど
の

よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
但
し
、
こ
こ
で

は
中
国
の
洪
水
神
話
の
う
ち
の
治
水
神
話
は
除
く
こ
と
に
す
る
。

現
在
、
中
国
は
漢
族
と
五
五
の
少
数
民
族
か
ら
成
る
と
さ
れ
る

が
、
言
語
系
統
、
生
業
形
態
と
の
関
わ
り
か
ら
神
話
を
み
る
た
め

中
国
の
洪
水
神
話
に
お
け
る
兄
妹
婚
神
話
の
位
置
付
け
と

構
造
分
析

井　

上　

順　

子
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（
五
二
）　

に
、
村
松
一
弥
氏
の
中
国
諸
民
族
表）

7
（

を
参
考
に
し
て
言
語
体
系
と

文
化
圏
と
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

Ⅰ　

北
部
遊
牧
民
文
化
圏
（
ア
ル
タ
イ
語
系　

ツ
ン
グ
ー
ス
語

族
、
蒙
古
語
族
、
チ
ュ
ル
ク
語
族
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
語
族
の
諸
民
族
）

Ⅱ　

西
部
中
部
高
原
農
牧
民
文
化
圏
（
漢
・
チ
ベ
ッ
ト
語
系　

チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
族
チ
ベ
ッ
ト
語
支
の
諸
民
族
）

Ⅲ　

南
部
山
地
居
住
農
牧
民
文
化
圏
（
漢
・
チ
ベ
ッ
ト
語
系　

チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
族
イ
語
支
の
諸
民
族
）

Ⅳ　

南
部
山
地
焼
畑
耕
作
民
文
化
圏　
（
漢
・
チ
ベ
ッ
ト
語
系

　

ミ
ャ
オ
・
ヤ
オ
語
族
の
諸
民
族
）

Ⅴ　

南
部
河
谷
居
住
水
稲
犂
耕
民
文
化
圏
（
漢
・
チ
ベ
ッ
ト
語

系　

チ
ワ
ン
・
ト
ン
語
族
の
諸
民
族
）

Ⅵ　

南
部
狩
猟
栽
培
民
文
化
圏
（
南
ア
ジ
ア
語
系　

モ
ン
・
ク

メ
ー
ル
語
族
の
諸
民
族
）

Ⅶ　

東
部
平
原
農
耕
民
文
化
圏
（
漢
・
チ
ベ
ッ
ト
語
系　

漢
語

族
の
漢
族
）

Ⅰ
に
属
す
る
の
は
、
ア
ル
タ
イ
語
系
ツ
ン
グ
ー
ス
語
族
、
蒙
古
語

族
、
チ
ュ
ル
ク
語
族
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
等
で
あ
る
。

〔
蒙
古
族
（
農
・
牧
）
は
蒙
古
語
支
〕

Ⅱ
に
属
す
る
の
は
、「
西
部
高
原
農
牧
民
」
で
あ
る
蔵
語
支
の
蔵

チ
ベ
ッ
ト

族
（
農
・
牧
）、
羌
チ
ャ
ン

族
（
農
・
牧
）〔
羌
語
支
？
〕、
普プ

米ミ

族

（
農
・
牧
）（
羌
語
支
？
）、
独

ト
ゥ
ー

龍ル
ン

族
（
猟
・
農
）〔
語
支
未
定
？
景

頗
語
支
？
〕、
怒
族
（
農
）〔
語
支
未
定
、
怒
語
支
？
〕
等
で
あ
る
。

Ⅲ
に
属
す
る
の
は
、
彝
語
支
の
彝イ

族
（
農
・
牧
）、
傈リ

ス僳
族

（
猟
・
農
・
牧
）、
納ナ

西シ

族
（
農
・
牧
）、
哈ハ

尼ニ

族
（
農
：
水
稲
及

び
茶
栽
培
）、
拉ラ

フ祜
族
（
猟
及
び
農
：
水
稲
）、
阿ア

昌チ
ャ
ン

族
（
農
・

工
）、
白ペ

ー

族
（
農
：
水
稲
）〔
白
語
支
〕、
土ト
ゥ

家チ
ャ

族
（
農
：
水
稲
）

〔
語
支
未
定
？
〕、
景チ

ン
ポ
ー頗
族
（
猟
・
農
）〔
景
頗
語
支
〕、
基チ
ノ
ー諾
族

（
農
：
茶
）〔
語
支
未
定
〕
等
で
あ
る
。

Ⅳ
に
属
す
る
の
は
、
苗
語
支
の
苗
ミ
ャ
オ

族
（
農
：
焼
畑
耕
作
、
現
在
は

水
稲
耕
作
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
）、
仡コ

ー
ラ
オ佬
族
（
農
）〔
語
族
支
未

定
？
〕、
瑤
語
支
の
瑤ヤ

オ

族
、
畲
シ
ョ
オ

族
と
、
京チ
ン

族
（
漁
・
農
）〔
語
系
未

定
〕
等
で
あ
る
。

Ⅴ
に
属
す
る
の
は
、
壮
侗
語
族
壮
傣
語
支
の
壮

チ
ワ
ン

族
（
農
：
水
稲
犂

耕
）、
布プ

イ依
族
（
農
：
水
稲
犂
耕
）、
傣タ
イ

族
（
農
：
水
稲
犂
耕
）
と
、

侗
水
語
支
の
侗ト
ン

族
（
農
：
水
稲
犂
耕
及
び
林
業
）、
水
シ
ュ
イ

族
（
農
：

水
稲
犂
耕
）、
毛マ

オ

南ナ
ン

族
（
農
：
水
稲
犂
耕
）、
仫ム
ー
ラ
オ佬
族
（
農
：
水
稲



中
国
の
洪
水
神
話
に
お
け
る
兄
妹
婚
神
話
の
位
置
付
け
と
構
造
分
析

五
三
（
五
三
）　

犂
耕
）、
黎リ
ー

族
（
農
）〔
黎
語
支
？
↓
現
在
は
漢
・
チ
ベ
ッ
ト
語
化

し
て
い
る
が
、
南
ア
ジ
ア
語
系
、
南
島
語
系
的
で
も
あ
る
〕
等
で

あ
る
。

Ⅵ
に
属
す
る
の
は
、
南
ア
ジ
ア
語
系
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
語
族
の
佤ワ

徳ド

昂ア
ン

語
支
の
佤ワ

族
、
徳ド

昂ア
ン

族
、
布プ
―

朗ラ
ン

族
等
で
あ
る
。
現
在
は
水
稲

耕
作
民
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
非
常
に
古
く
か
ら
西
南
中
国
地
方
に

住
む
狩
猟
栽
培
民
族
で
あ
る
。

Ⅶ
は
漢
族
。

一
ま
ず
、
数
量
的
に
多
く
ま
と
ま
り
を
持
つ
も
の
に
、
闘
争
型
洪

水
神
話
と
耕
地
復
元
モ
チ
ー
フ
を
持
つ
予
告
・
懲
罰
型
の
洪
水
神

話
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

闘
争
型
洪
水
神
話
は
、
苗
、
瑤
語
族
（
苗
族
、
瑤
族
、
畲
族
）

と
壮
侗
語
族
（
壮
族
、
侗
族
、
水
族
、
毛
南
族
、
仫
佬
族
）、
土

家
族
の
間
に
伝
わ
り
、
概
要
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
。

「
天
上
の
雷
公
と
地
上
の
神
人
が
争
う
。
雷
公
は
神
人
に
報
復

す
る
た
め
に
地
上
に
降
り
て
来
よ
う
と
す
る
が
、
神
人
は
こ
れ
を

察
知
し
、
屋
根
の
上
に
よ
く
滑
る
植
物
（
青
苔
、
水
草
、
水
藻
、

木
の
皮
、
皮
を
剥
い
だ
木
、
芭
蕉
の
葉
、
等
）
を
敷
き
詰
め
、
滑

り
落
ち
て
き
た
と
こ
ろ
を
捕
獲
す
る
。
捕
ら
え
ら
れ
た
雷
公
は
鉄

籠
（
鉄
倉
、
穀
倉
、
泥
倉
、
籬
、
石
房
、
等
）
に
閉
じ
込
め
ら
れ

る
（
あ
る
い
は
柱
に
縛
り
付
け
ら
れ
る
）。
神
人
は
雷
公
を
塩
漬

け
に
す
る
た
め
に
、
塩
や
甕
を
買
い
に
市
場
へ
出
か
け
る
が
、
二

人
の
子
供
（
兄
妹
二
人
）
に
『
雷
公
に
水
（
火
、
火
と
水
、
等
）

を
決
し
て
与
え
な
い
よ
う
に
』
と
言
い
残
す
。
雷
公
は
兄
妹
を
騙

し
（
あ
る
い
は
兄
妹
の
同
情
を
買
っ
て
）、
水
（
火
）
等
を
得
て
、

逃
げ
出
す
。
去
り
際
に
、
雷
公
は
兄
妹
に
『
洪
水
が
起
こ
っ
た
ら

避
水
具
（
葫
蘆
、
南
瓜
、
金
瓜
、
等
）
の
中
に
潛
り
こ
ん
で
逃
げ

る
よ
う
に
』
と
教
え
る
。
や
が
て
、
天
ま
で
溢
れ
る
大
洪
水
が
起

こ
り
、
兄
妹
以
外
の
人
間
は
溺
死
す
る
。
洪
水
後
、
兄
妹
は
配
偶

者
を
求
め
て
放
浪
の
旅
に
出
る
。
途
中
に
出
遇
っ
た
亀
や
竹
が
、

『
人
類
を
残
す
た
め
に
は
兄
妹
で
結
婚
す
る
し
か
な
い
』
と
助
言

す
る
。
兄
妹
は
不
快
に
思
い
、
亀
を
踏
み
潰
し
、
竹
を
切
る
が
、

亀
や
竹
は
再
生
す
る
〔
竹
の
節
、
亀
の
甲
羅
の
由
来
譚
〕。
次
に
、

神
意
を
問
う
た
め
の
占
い
を
す
る
。
山
の
上
か
ら
石
磨う

す

の
上
下
を
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転
が
し
麓
で
合
わ
さ
っ
た
ら
、
二
人
の
焚
い
た
煙
が
絡
ま
っ
て
一

つ
に
な
っ
た
ら
、
逃
げ
る
妹
を
兄
が
追
い
か
け
て
捕
ま
え
ら
れ
た

ら
…
な
ど
で
あ
る
。
占
い
の
条
件
が
満
た
さ
れ
、
兄
妹
は
人
類
を

残
す
た
め
に
結
婚
す
る
。
し
か
し
、
結
婚
後
に
生
ま
れ
た
も
の
は
、

無
定
形
で
血
だ
ら
け
の
肉
塊
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
切
り
刻
ん
で
四

方
に
撒
く
と
人
間
に
変
わ
り
、
以
後
、
地
上
に
は
再
び
人
類
が
繁

栄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
数
量
的
に
多
く
ま
と
ま
り
の
み
ら
れ
る
耕
地
復
元
モ

チ
ー
フ
を
持
つ
予
告
・
懲
罰
型
洪
水
神
話
の
概
要
を
述
べ
る
。
こ

の
話
は
彝
語
支
（
彝
族
、
納
西
族
、
納
西
族
摩モ

ソ梭
人
、
拉
祜
族
、

傈
僳
族
）
と
、
西
部
方
言
区
の
苗
族
（
花
苗
、
川
苗
、
鴉
雀
苗
、

等
）、
蔵
族
、
普
米
族
、
仡
佬
族
、
蒙
古
族
等
の
間
に
伝
わ
っ
て

い
る
。

「
昔
、
兄
弟
二
人
（
三
人
、
四
人
、
…
複
数
人
）
が
土
地
を
耕

し
て
い
た
が
、
翌
日
に
は
耕
す
以
前
の
状
態
に
戻
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
日
が
何
日
も
続
く
の
で
、
兄
弟
は
不
思
議
に
思
い
、
見

張
っ
て
い
る
と
、
夜
中
に
一
人
の
老
人
（
老
婆
、
野
猪
、
熊
、

青と
の
さ
ま

蛙が
え
る、
等
）
が
や
っ
て
来
て
、
耕
し
た
土
地
を
元
通
り
に
し
て

い
た
。
兄
は
殺
そ
う
（
殴
ろ
う
）
と
す
る
が
、
弟
は
理
由
を
聞
こ

う
と
言
っ
て
老
人
を
助
け
る
。
老
人
は
『
も
う
す
ぐ
洪
水
が
起
こ

る
の
だ
か
ら
土
地
を
耕
す
必
要
は
な
い
』
と
告
げ
る
。
兄
弟
は
驚

き
、
洪
水
か
ら
逃
れ
る
手
段
を
尋
ね
る
。
老
人
は
、
兄
に
は
金
属

製
（
金
、
銀
、
銅
、
錫
、
鉄
、
等
）
の
、
弟
に
は
木
製
（
箱
、
桶
、

櫃
、
船
、
房
、
甕
、
寝
台
、
等
）
の
避
水
具
を
造
る
よ
う
に
と
教

え
る
。
洪
水
が
起
こ
る
と
、
金
属
製
の
避
水
具
は
沈
み
、
木
製
の

避
水
具
に
乗
っ
た
弟
（
末
弟
、
妹
も
一
緒
の
場
合
は
末
弟
と
妹
の

二
人
）
が
生
き
残
る
。

末
弟
だ
け
一
人
が
生
き
残
っ
た
場
合
は
、
天
女
（
仙
女
）
と
結

婚
す
る
。
結
婚
に
至
る
ま
で
に
は
、
難
題
婚
モ
チ
ー
フ
が
語
ら
れ

る
。
天
女
の
助
言
（
あ
る
い
は
助
け
た
動
物
達
の
助
力
）
を
得
て

天
女
の
父
か
ら
与
え
ら
れ
た
難
題
を
解
決
し
て
天
女
と
結
婚
す
る

が
、
生
ま
れ
た
子
供
は
啞
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
子
供
達
は
竹
の

炸
裂
音
を
聞
き
驚
い
て
、
異
な
っ
た
言
語
で
発
声
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
方
へ
行
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
始
祖
と
な
っ
た
」
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
兄
妹
二
人
が
生
き
残
っ
た
場
合
は
、
⑤
同
胞
婚
の
忌
避
、

⑥
同
胞
婚
の
結
果
、
⑦
切
り
刻
む
モ
チ
ー
フ
、
⑧
人
類
起
源
は
、

闘
争
型
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
重
複
を
避
け
る
た
め
省
略
す

る
。

（
五
四
）　
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五
五

央
の
二
兄
弟
が
分
家
す
る
。
姜
央
は
雷
公
か
ら
借
り
た
牛
を
返
さ

ず
に
食
べ
て
し
ま
い
、
雷
公
を
愚
弄
す
る
。
怒
っ
た
雷
公
が
洪
水

を
起
こ
し
報
復
す
る）

9
（

」、「
雷
公
、
虎
、
龍
、
召
喬
自
老
（
人
）
が

武
芸
比
べ
を
す
る
。
人
が
火
を
熾
し
、
雷
公
は
翼
を
焼
か
れ
た
た

め
、
仇
討
ち
を
し
よ
う
と
洪
水
を
起
こ
す）

10
（

」

・
瑤
族
：
「
雷
王
は
天
上
で
雨
水
を
管
理
し
、
大
聖
は
地
上
で
農

作
物
を
植
え
て
い
た
。
大
聖
が
雷
王
に
風
雨
が
順
調
で
あ
る
よ
う

求
め
る
と
、
雷
王
は
大
聖
に
収
穫
の
半
分
を
要
求
す
る
。
大
聖
は

雷
王
に
、
上
下
の
ど
ち
ら
が
欲
し
い
か
問
う
。
雷
王
が
下
と
言
う

と
シ
コ
ク
ビ
エ
（
穀
物
）
を
、
上
と
言
う
と
芋
を
、
上
と
下
と
言

う
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
植
え
る
。
…
大
聖
は
屋
根
に
青
苔
を
敷
き
、

雷
王
が
足
を
滑
ら
せ
た
と
こ
ろ
を
捕
ら
え
、
穀
倉
に
閉
じ
込
め
る

…）
（（
（

）
・
畲
族
：
「
盤
石
郎
が
雷
神
を
捕
ら
え
石
鎖
で
繋
ぐ
。
…
逃
げ
出

し
た
雷
神
が
洪
水
を
起
こ
す）

（（
（

」

・
毛
南
族
：
「
大
地
を
管
理
し
て
い
る
神
土
地
と
天
上
を
管
理
し

て
い
る
雷
公
が
戦
争
を
す
る
。
雷
公
は
捕
ら
え
ら
れ
、
鎖
で
繋
が

れ
石
柱
に
縛
り
付
け
ら
れ
る
…）

（（
（

」

・
水
族
：
「
人
、
龍
、
雷
、
虎
は
兄
弟
で
あ
っ
た
が
、
内
紛
が
起

こ
る
。
仙
人
は
技
比
べ
の
勝
者
に
大
地
を
治
め
さ
せ
る
こ
と
に
す

る
。
火
を
用
い
た
人
が
勝
つ
が
、
雷
神
は
恨
み
に
思
い
、
天
河
の

二
次
に
、
八
つ
の
構
成
要
素
の
分
析
を
試
み
る
。

1
．
構
成
要
素
①
洪
水
の
原
因

洪
水
の
原
因
は
多
々
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。

（
Ａ
）
闘
争
型

こ
の
形
式
に
特
徴
的
な
の
は
、
宇
宙
的
な
闘
争
す
る
対
が
あ
る

こ
と
で
あ
る
。

（
ⅰ
）
雷
公
と
の
闘
争
（
苗
族
、
瑤
族
、
畲
族
、
毛
南
族
、
水
族
、

侗
族
、
壮
族
、
布
依
族
、
仫
佬
族
、
土
家
族
、
等
）

苗
族
、
侗
族
、
水
族
、
壮
族
で
は
、
雷
公
と
闘
争
相
手
は
兄
弟

関
係
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
兄
弟
の
対
立
は
あ
る
原
理
に
お
け
る
二

元
論
的
対
立
を
表
わ
す
。
こ
こ
で
は
雷
公
を
捕
獲
す
る
ま
で
の
過

程
、
雷
公
が
逃
げ
出
す
ま
で
の
話
が
か
な
り
の
比
重
で
語
ら
れ
る
。

闘
争
の
結
果
、
敗
れ
た
雷
公
が
報
復
と
し
て
洪
水
を
引
き
起
こ
す

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

・
苗
族
：
「
天
上
に
住
むA

-F'o

とA
-Zie

の
二
兄
弟
が
財
産
の

分
与
を
め
ぐ
っ
て
争
い
、
雷
公
が
洪
水
を
起
こ
す）

8
（

」、「
雷
公
と
姜

（
五
五
）　
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水
を
開
け
て
、
洪
水
を
起
こ
す）

（（
（

」

・
侗
族
：
「
松
恩
と
松
桑
の
一
二
人
の
子
（
虎
、
熊
、
蛇
、
龍
、

雷
、
…
丈
良
、
丈
美
）
が
誰
を
長
男
に
す
る
か
で
力
比
べ
を
す
る
。

丈
良
、
丈
美
は
火
を
使
う
。
火
傷
を
負
わ
さ
れ
た
報
復
と
し
て
、

雷
婆
が
洪
水
を
起
こ
す
…）

（（
（

」

・
壮
族
：
「
龍
王
、
覇
王
、
雷
王
は
三
兄
弟
で
あ
っ
た
。
壮
族
の

英
雄
布プ

伯ポ

は
雷
王
と
雨
水
を
め
ぐ
っ
て
闘
争
し
、
雷
公
を
捕
ら
え
、

穀
倉
に
閉
じ
込
め
る
…）

（（
（

」

・
布
依
族
：
「
雷
公
が
寝
て
し
ま
っ
た
た
め
、
地
上
が
旱
魃
に
な

る
。
怒
っ
た
布プ

傑チ
エ

は
雷
公
を
地
上
に
連
れ
て
き
て
、
山
寨
門
に
縛

り
付
け
て
罰
す
る
…）

（（
（

」

・
仫
佬
族
：
「
大
旱
魃
が
三
年
続
い
た
こ
と
か
ら
、
李
季
秋
の
長

男
と
次
男
が
怒
っ
て
、
竹
竿
で
雷
公
の
胸
を
突
き
、
転
が
り
落
ち

た
と
こ
ろ
を
捕
ら
え
て
穀
倉
に
閉
じ
込
め
る
…）

18
（

」

・
土
家
族
：
「
五
人
の
兄
弟
が
母
親
の
病
気
を
治
す
に
は
雷
公
の

肉
が
必
要
と
し
、
雷
公
を
捕
ら
え
鉄
籠
に
閉
じ
込
め
る
。
逃
げ
出

し
た
雷
公
が
報
復
と
し
て
洪
水
を
起
こ
す）

19
（

」

・
カ

家チ
ア

人
〔
貴
州
省
黄
平
県
に
住
む
。
苗
・
瑤
語
支
に
近
い
〕
：

「
六
人
の
子
（
恩
、
雷
、
虎
、
龍
、
蛇
、
媚
）
が
い
て
、
恩
は
母

親
と
妹
の
媚
と
一
緒
に
暮
ら
す
。
恩
は
雷
か
ら
借
り
た
牛
を
食
べ

て
し
ま
う
。
怒
っ
た
雷
は
恩
を
殴
ろ
う
と
す
る
が
、
恩
が
路
上
に

置
い
た
木
の
皮
で
滑
っ
て
鉄
倉
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
…

火
を
熾
し
て
逃
げ
、
洪
水
を
起
こ
す）

20
（

」

等
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

（
ⅱ
）
そ
の
他
の
闘
争

・
景
頗
族
：
「
魔
鬼
と
人
類
の
始
祖
寧ニ

ン
グ
ア
ン
ワ

冠
娃
が
闘
い
、
魔
鬼
が
洪

水
を
起
こ
す）

21
（

」

・
黎
族
：
「
凶
悪
な
蟹
の
精
と
雷
公
が
闘
い
、
蟹
の
精
の
腹
の
黄

色
い
水
が
洪
水
に
な
っ
た）

22
（

」

・
弥
勒
県
の
彝
族
：
「
天
龍
と
地
龍
が
争
い
、
一
回
目
は
地
龍
が

勝
ち
旱
魃
が
起
こ
り
、
二
回
目
は
天
龍
が
勝
ち
九
年
間
雨
が
降
り

止
ま
ず
、
洪
水
が
起
こ
っ
た）

23
（

」
等
。

（
Ｂ
）
懲
罰
型

こ
の
形
式
の
本
質
的
な
要
素
は
、
洪
水
以
前
に
人
類
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
、
至
高
神
が
洪
水
の
起
因
者
で
あ
り
、
道
徳
的
な
動

機
付
け
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
洪
水
の
原
因
を
語
る
と
き
、
ど
の

民
族
に
も
語
ら
れ
て
数
も
最
も
多
い
。

（
ⅰ
）
至
高
神
が
邪
悪
な
人
類
を
滅
ぼ
し
、
こ
の
時
代
の
人
類
を

取
り
替
え
る
た
め
に
洪
水
を
起
こ
す
。（
彝
族
、
哈
尼
族
、
傣
族
、

（
五
六
）　
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五
七

独
龍
族
、
怒
族
、
基
諾
族
、
等
）

・
彝
族
：
「
独
眼
の
代
の
人
が
牛
馬
に
も
劣
る
の
で
、
陳

チ
ェ
ン

古ク

ツ子

（
宇
宙
万
物
を
主
宰
す
る
天
神
）
が
こ
の
代
の
人
を
滅
ぼ
す）

24
（

」、

「
直
眼
（
縦
目
）
の
代
の
人
が
堕
落
し
、
五
穀
を
粗
末
に
し
た
の

で
、
格コ

滋ツ

天
神
が
こ
の
代
の
人
種
を
取
り
替
え
る）
25
（

」

・
哈
尼
族
：
「
第
二
三
代
嗒タ

坡ポ

の
時
代
、
天
神
（
摩マ

ミ咪
）
は
地
上

の
人
間
が
直
眼
で
膝
頭
が
逆
向
き
で
鴨
の
嘴
の
怪
物
で
あ
っ
た
た

め
滅
ぼ
す）

26
（

」

・
傣
族
：
「
第
二
代
の
人
は
、
不
誠
実
で
、
顔
が
二
つ
、
三
つ
あ

る
者
や
、
縦
目
の
者
、
横
目
の
者
、
…
等
で
あ
る
上
に
、
近
親
相

姦
（
父
と
娘
、
母
と
息
子
）
を
し
た
こ
と
が
、
天
神
を
激
怒
さ
せ
、

天
神
は
こ
の
代
の
人
を
滅
ぼ
し
た）

27
（

」

・
独
龍
族
：
「
天
神
の
嘎ガ

木ム

が
、
鬼
と
人
が
一
緒
に
住
む
の
は
良

く
な
い
と
考
え
、
人
も
ま
た
殺
人
、
窃
盗
、
誘
拐
等
の
悪
事
を
働

く
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
鬼
と
人
を
滅
ぼ
す）

28
（

」

・
怒
族
：
「
昔
、
人
が
増
え
る
と
同
時
に
鬼
も
増
え
、
人
を
食
べ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
は
平
穏
な
暮
ら
し
が
出
来
な
く
な
っ
た
た

め
、
天
神
を
呪
う
よ
う
に
な
る
。
天
神
は
大
層
怒
り
、
鬼
怪
と
共

に
従
順
で
な
い
人
類
を
も
消
滅
さ
せ
よ
う
と
決
心
す
る）

29
（

」

・
基
諾
族
：
「
大
昔
、
人
、
獣
、
樹
、
草
、
水
な
ど
が
、
ま
だ
話

が
で
き
て
い
た
頃
、
互
い
に
助
け
合
わ
ず
、
罵
り
、
争
い
合
う
の

で
、
神
祖
の
阿ア

モ莫
腰ヤ
オ

北ペ
イ

が
万
物
を
新
し
く
造
り
直
し
た）
30
（

」
等
。

（
ⅱ
）
至
高
神
が
善
良
な
人
間
を
選
択
し
、
善
良
で
な
い
人
間
を

滅
ぼ
す
た
め
に
洪
水
を
起
こ
す
。（
彝
族
、
仡
佬
族
、
等
）

・
彝
族
：
「
乞
食
を
装
い
天
神
が
食
べ
物
を
乞
う
て
家
々
を
訪
ね

る
。
三
男
だ
け
が
食
べ
物
を
施
す
…）

31
（

」、「
天
神
が
『
龍
馬
の
骨
と

翼
が
折
れ
た
。
こ
れ
を
治
す
に
は
人
の
血
と
肉
が
要
る
』
と
言
っ

て
人
を
試
す
。
彝
族
の
始
祖
阿ア

プ
ト
ゥ
ム

普
篤
慕
だ
け
が
自
分
の
血
肉
を
差

し
出
す
…）

32
（

」

・
仡
佬
族
：
「
第
三
曹
人
の
時
代
、
貧
し
い
兄
妹
の
家
に
老
人
が

や
っ
て
来
て
食
べ
物
を
乞
う
。
兄
妹
は
雌
鶏
を
殺
し
て
与
え
よ
う

と
す
る
…）

33
（

」

・
佤
族
：
「
蟇
蛙
に
変
身
し
た
天
神
が
、
一
人
彼
を
踏
み
つ
ぶ
さ

な
か
っ
た
孤
児
が
善
良
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
小
船
と
雌
牛

を
与
え
て
、
洪
水
を
避
け
る
よ
う
言
っ
た
…）

34
（

」
等
。

前
述
の
耕
地
復
元
モ
チ
ー
フ
を
持
つ
予
告
・
懲
罰
型
も
こ
の
善

良
な
人
間
を
選
択
す
る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
彝
族
、
納
西
族
、
摩
梭
人
、
花
苗
、
川
苗
、
鴉
雀
苗
、
蔵
族
、

普
米
族
、
仡
佬
族
、
蒙
古
族
、
拉
祜
族
苦ク

聰ツ
ォ
ン人
、
等
）

（
五
七
）　
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・
彝
族
：
「
曲チ
ュ

布プ

居チ
ュ

木ム

の
三
人
の
息
子
が
、
恩エ
ン

梯テ
ィ

古ク

ツ茲
の
徴
税
人

を
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
恩
梯
古
茲
が
洪
水
を
起
こ
し
て

地
上
の
人
々
に
懲
罰
を
与
え
よ
う
と
す
る
。
白
髪
の
老
人
が
開
墾

し
た
土
地
を
元
通
り
に
す
る
。
長
男
、
次
男
は
殴
ろ
う
と
す
る
が
、

三
男
は
こ
れ
を
阻
止
し
、
理
由
を
聞
く
。
老
人
は
洪
水
の
予
告
を

す
る）

35
（

」、「
格
滋
天
神
が
派
遣
し
た
部
下
が
熊
に
姿
を
変
え
、
学
博

若
の
五
兄
弟
が
耕
し
た
土
地
を
元
通
り
に
す
る
…
末
弟
が
使
者
を

助
け
る
…）

36
（

」

・
納
西
族
：
「
崇
仁
麗
恩
の
五
兄
弟
が
陽
神
と
陰
神
の
い
る
所
を

耕
す
。
陽
神
が
憤
り
、
野
猪
に
耕
し
た
地
を
元
通
り
に
さ
せ
る
。

長
兄
は
陽
神
を
、
次
兄
は
陰
神
を
打
と
う
と
す
る
が
、
末
弟
の
崇

仁
麗
恩
は
兄
達
を
阻
止
す
る
…）

37
（

」

・
納
西
族
摩
梭
人
：
「
三
兄
弟
が
耕
し
た
田
が
、
翌
日
に
は
元
通

り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
青
蛙
が
元
通
り
に
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
、

兄
達
は
青
蛙
を
殺
そ
う
と
す
る
が
、
末
弟
は
阻
止
す
る
。
青
蛙
は

洪
水
が
起
こ
る
と
予
告
す
る
…）

38
（

」

・
花
苗
：
兄
弟
二
人
が
土
地
を
耕
す
が
、
翌
日
に
は
元
通
り
に

な
っ
て
い
る
。
二
人
で
見
張
っ
て
い
る
と
、
夜
中
に
老
婆
が
現
れ
、

元
通
り
に
し
て
い
た
。
兄
は
殺
そ
う
と
す
る
が
、
弟
は
理
由
を
聞

こ
う
と
言
っ
て
、
老
婆
を
助
け
る
。
老
婆
は
洪
水
が
起
こ
る
こ
と

を
予
告
す
る
…）

39
（

」

・
川
苗
：
花
苗
と
ほ
ぼ
同
じ）

40
（

・
鴉
雀
苗
：
花
苗
、
川
苗
と
ほ
ぼ
同
じ）
41
（

・
蔵
族
：
「
三
兄
弟
が
開
墾
す
る
…
真
夜
中
に
豚
の
口
を
し
た
人

身
の
怪
物
が
土
地
を
元
通
り
に
し
て
い
た
。
生
け
捕
り
に
し
、
長

男
、
次
男
は
殺
そ
う
と
す
る
が
、
三
男
は
阻
止
す
る
…）

42
（

」

・
普
米
族
：
「
三
兄
弟
が
荒
地
を
開
墾
す
る
が
、
翌
日
に
は
元
通

り
に
な
る
。
青
蛙
が
白
い
口
髭
の
老
人
に
変
身
し
て
洪
水
の
予
告

を
す
る
…）

43
（

」

・
仡
佬
族
：
三
人
の
兄
弟
と
妹
が
荒
地
の
開
墾
を
す
る
…
老
人
が

土
地
を
元
通
り
に
し
て
い
た
。
…）

44
（

」

・
蒙
古
人
：
「
九
兄
弟
が
荒
地
を
開
墾
す
る
…
白
髪
の
老
婆
が
土

地
を
元
通
り
に
し
て
い
た
…）

45
（

」

・
拉
祜
族
苦
聰
人
：
「
三
兄
弟
が
開
墾
す
る
が
、
切
り
倒
し
た
樹

が
翌
日
に
は
元
通
り
に
な
る
。
罠
を
仕
掛
け
る
と
、
大
き
な
青
猴

が
掛
か
る
。
長
男
、
次
男
は
殺
そ
う
と
す
る
が
、
三
男
は
助
け
る
。

青
猴
は
洪
水
が
起
こ
る
こ
と
を
告
げ
、
避
水
法
を
教
え
る
…
三
男

は
麻
栗
樹
の
蜂
桶
に
乗
り
、
助
か
る
…）

46
（

」
等
。

（
ⅲ
）
同
胞
配
偶
自
体
が
懲
罰
の
対
象
と
な
り
、
洪
水
の
原
因
と

な
る
。

・
納
西
族
：
「
従
忍
利
恩
の
時
代
に
、
利
恩
の
五
兄
弟
と
六
姉
妹

（
五
八
）　
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が
結
婚
し
て
天
地
が
け
が
れ
た）
47
（

」

・
佤
族
：
「
雷
神
と
虹
神
の
兄
妹
が
結
婚
し
た
こ
と
が
天
神
の
怒

り
に
触
れ
た）

48
（

」
等
。

（
Ｃ
）
猿
の
水
撒
き

・
羌
族）
49
（

、
仡
佬
族）
50
（

：
「
猿
が
馬
桑
樹
に
登
っ
て
天
上
に
行
き
、
天

神
の
金
盆
を
倒
す
と
地
上
は
洪
水
に
な
っ
た
…
」

・
苗
族
：
「
雨
が
降
ら
な
い
の
で
、
人
々
は
猿
を
天
に
派
遣
し
た
。

天
公
は
箒
を
水
甕
に
浸
け
、
軽
く
三
振
り
し
た
。
猿
は
こ
れ
に
満

足
せ
ず
、
甕
の
水
を
流
す
と
洪
水
に
な
っ
た
…）

51
（

」

・
布
朗
族
：
「
大
昔
、
雨
を
降
ら
せ
る
天
神
が
水
を
少
し
し
か
撒

か
な
い
上
に
、
七
つ
の
太
陽
が
出
た
の
で
、
地
上
の
万
物
が
死
に

直
面
し
た
。
人
々
は
白
猴
王
に
雨
水
を
管
理
す
る
天
神
を
探
さ
せ

た
。
天
上
で
は
天
神
が
時
々
水
を
数
滴
撒
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

白
猴
王
は
怒
っ
て
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
大
甕
の
水
を
全
部
引
っ
く
り

返
し
、
こ
れ
が
洪
水
に
な
っ
た
…）

52
（

」
等
。

（
Ｄ
）
龍
王
の
報
復

こ
れ
は
（
Ａ
）
の
闘
争
型
の
変
形
と
も
考
え
ら
れ
る
。

・
哈
尼
族
：
「
大
き
な
魚
が
龍
王
の
子
供
で
あ
る
と
は
知
ら
ず
、

人
間
が
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
怒
っ
た
龍
王
が
報
復
と
し
て
、
洪
水

を
起
こ
し
た）
53
（

」

・
白
族
：
「
龍
王
が
魚
の
形
を
し
た
息
子
を
人
に
釣
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
怒
り
、
報
復
と
し
て
洪
水
を
起
こ
し
た）

54
（

」
等
。

（
Ｅ
）
原
因
不
明

単
に
「
洪
水
が
起
こ
っ
て
人
類
が
滅
ん
だ
」
と
し
て
、
洪
水
の

原
因
を
重
く
語
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。

・
徳
昂
族
：
「
大
昔
、
洪
水
が
起
こ
っ
た
。
天
神
が
葫
蘆
の
中
に

少
数
の
人
と
動
物
を
入
れ
、
葫
蘆
は
漂
流
す
る
。
洪
水
後
、
天
神

が
刀
で
葫
蘆
を
切
る
と
、
中
か
ら
人
と
動
物
が
出
て
来
た）

55
（

」

・
布
朗
族
：
「
大
昔
、
洪
水
が
起
こ
り
、
万
物
が
溺
死
し
た
が
、

兄
妹
だ
け
が
牛
の
腹
の
中
に
隠
れ
て
生
き
残
っ
た
…）

56
（

」
等
で
あ
る
。

2
．
構
成
要
素
②
洪
水
の
予
告
と
免
れ
る
手
段
の
教
示

雷
公
と
の
闘
争
型
の
場
合
の
教
示
者
は
「
雷
公
」、「
雷
婆
」、

「
天
神
」、「
太
白
金
星
」
等
で
あ
る
。
雷
公
が
兄
妹
に
「
洪
水
が

起
こ
っ
た
ら
、
葫
蘆
の
種
（
あ
る
い
は
雷
公
の
歯
）
を
播
き
、
大

き
く
な
っ
た
ら
刳
り
ぬ
い
て
、
中
に
入
っ
て
い
る
と
助
か
る
」
と

教
え
る
。
避
水
具
は
生
き
残
る
者
に
だ
け
与
え
ら
れ
る
。

予
告
・
懲
罰
型
の
洪
水
の
予
告
者
は
「
老
人
」、「
老
婆
」、
動

物
（
野
猪
、
熊
、
青
蛙
、
蝦
蟇
、
青
猴
、
等
）
の
姿
に
変
身
し
た

（
五
九
）　
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至
高
神
、
あ
る
い
は
そ
の
使
者
で
あ
る
。
被
予
告
者
は
複
数
で
兄

弟
で
あ
る
。
予
告
者
は
被
予
告
者
そ
れ
ぞ
れ
に
避
水
手
段
を
教
え

る
。
予
告
者
を
殺
そ
う
と
し
た
者
や
殴
ろ
う
と
し
た
者
に
は
、
重

く
て
沈
ん
で
し
ま
う
避
水
具
を
造
る
よ
う
教
示
す
る
。
予
告
者
に

対
し
て
無
礼
で
あ
っ
た
者
は
溺
死
し
、
善
良
な
弟
（
末
弟
）
は
助

か
る
。

ま
た
、
鳥
が
洪
水
の
予
告
を
し
、
避
水
手
段
を
教
え
る
も
の
も

あ
る
。

・
蔵
族
：
「
鴉
が
貧
し
い
老
母
と
息
子
に
『
二
日
後
に
洪
水
が
起

こ
る
か
ら
、
黄
母
牛
を
殺
し
、
皮
を
剥
い
で
中
に
隠
れ
て
い
る
と

助
か
る
』
と
教
え
る）

57
（

」

・
傈
僳
族
：
「
金
色
の
鳥
が
飛
ん
で
き
て
孤
児
の
兄
妹
二
人
に

『
洪
水
が
起
こ
る
の
で
葫
蘆
の
中
に
隠
れ
る
よ
う
に
』
と
告
げ
る）

58
（

」

・
納
西
族
：
「
安
米
雪
山
木
（
花
雀
の
一
種
）
が
、
路
衣
衣
（
次

男
）
に
洪
水
の
予
告
を
す
る）

59
（

」

・
土
家
族
：
「
燕
が
太
白
金
星
の
使
い
で
金
瓜
の
種
を
持
っ
て
き

て
、
洪
水
が
起
こ
る
の
で
早
く
種
を
播
く
よ
う
に
と
兄
妹
に
告
げ

る）
60
（

」
等
。

漢
族
で
は
、
亀
、
石
獅
子
が
洪
水
の
予
告
を
し
、
逃
れ
る
手
段

を
教
示
す
る
話
が
中
原
地
方
一
帯
に
数
多
く
分
布
す
る

・
河
南
省
西
華
県
：
「
亀
が
『
地
球
は
一
〇
万
八
〇
〇
〇
年
に
一

度
、
混
沌
に
な
り
水
に
変
わ
る
。
私
の
眼
が
赤
く
な
っ
た
ら
、
私

の
腹
の
中
に
入
る
よ
う
に
…
』
と
姉
弟
に
告
げ
る
。
果
た
し
て
そ

の
通
り
に
な
り
、
姉
弟
だ
け
が
生
き
残
る
。
石
磨
を
転
が
し
神
意

を
問
う
て
結
婚
す
る
。
泥
を
捏
ね
て
人
を
造
る
。
泥
人
の
う
ち
雨

に
打
た
れ
た
者
は
不
具
者
に
な
る
。
弟
が
『
人
祖
爺
』・
姉
が

『
人
祖
奶
』
に
な
る）

61
（

」

・
河
南
省
淮
陽
県
：
「
亀
が
伏
羲
に
『
一
〇
〇
日
後
に
天
地
が
崩

れ
る
ほ
ど
の
大
災
害
が
起
こ
る
の
で
、
毎
日
一
つ
私
に
饅マ

ン
ト
ウ頭
を

持
っ
て
く
れ
ば
助
け
て
や
ろ
う
。
だ
が
他
人
に
は
言
う
な
』
と
い

う
。
果
た
し
て
そ
の
通
り
に
な
り
、
兄
の
伏
羲
と
妹
の
女
媧
は
亀

の
腹
の
中
に
入
っ
て
生
き
延
び
た
。
洪
水
後
、
他
の
人
を
探
し
て

放
浪
す
る
が
見
つ
か
ら
な
い
。
石
磨
を
転
が
し
神
意
を
問
う
て
結

婚
す
る
。
泥
を
捏
ね
て
人
を
造
る
。
雨
に
濡
れ
た
泥
の
人
が
不
具

者
に
な
る）

62
（

」

・
河
南
省
泌
陽
県
：
「
石
獅
子
が
盤
古
に
言
う
『
も
う
す
ぐ
天
地

も
崩
れ
る
ほ
ど
の
大
災
害
が
起
こ
る
。
饅
頭
を
持
っ
て
来
る
よ
う

に
。
そ
の
時
が
来
た
ら
私
の
腹
の
中
に
潜
り
込
ん
で
食
べ
る
と
よ

い
。
私
が
集
め
て
お
い
て
や
ろ
う
』。
果
た
し
て
そ
の
通
り
に

な
っ
た
。
石
磨
を
転
が
し
神
意
を
問
う
て
結
婚
す
る
。
泥
人
を
捏

ね
る
。
運
び
き
れ
ず
に
箒
で
掃
か
れ
た
泥
人
が
不
具
者
に
な
る）

63
（

」

（
六
〇
）　
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等
、
多
数
。

3
．
構
成
要
素
③
避
水
具

洪
水
神
話
の
型
と
避
水
具
に
は
相
関
関
係
が
み
ら
れ
る
。
闘
争

型
の
場
合
に
は
、「
葫
蘆
、
南
瓜
、
黄
瓜
、
仙
瓜
、
等
」
の
瓜
類

が
圧
倒
的
に
多
い
。
瑤
族
、
侗
族
、
水
族
、
毛
南
族
、
仫
佬
族
、

畲
族
で
は
雷
公
の
歯
を
種
に
す
る
。
予
告
・
懲
罰
型
の
場
合
に
は

「
箱
、
櫃
、
船
、
鼓
、
桶
、
棺
、
寝
台
、
等
」
の
加
工
具
で
、
兄

の
乗
っ
た
金
属
（
金
、
銀
、
銅
、
錫
、
鉄
、
等
）
製
の
重
い
も
の

は
沈
み
、
弟
（
末
弟
）
の
乗
っ
た
木
製
の
軽
い
物
（
あ
る
い
は
葫

蘆
）
は
浮
か
ん
で
助
か
る
と
い
う
基
本
構
造
を
持
っ
て
い
る
。

避
水
具
に
は
生
業
形
態
が
反
映
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
闘
争
型

の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
が
、
懲
罰
型
で
も
同
様
に
、
例
え
ば
、
納

西
族
の
場
合
の
避
水
具
は
「
皮
鼓
」
で
あ
る
が
、「
細
い
針
に
太

い
糸
で
縫
っ
た
牦
牛
製
の
皮
鼓
」
は
浮
か
び
、「
太
い
針
に
細
い

糸
で
縫
っ
た
豚
製
の
皮
鼓
」
は
沈
む）

（（
（

。
同
様
に
、
普
米
族）

（（
（

、
蒙
古

族）
（（
（

の
場
合
も
「
皮
袋
」
で
「
細
い
針
に
太
い
糸
で
縫
っ
た
皮
鼓
」

は
浮
か
び
、「
太
い
針
に
細
い
糸
で
縫
っ
た
皮
袋
」
は
沈
む
。
生

活
に
密
着
し
た
身
近
に
あ
る
も
の
が
選
ば
れ
る
。

ま
た
、
予
告
・
懲
罰
型
の
場
合
は
避
水
具
へ
の
携
帯
物
を
語
る

度
合
い
が
大
き
い
。
鶏
卵
、
種
子
（
穀
物
の
種
）、
食
料
（
飯
、

餅
、
饅マ

ン
ト
ウ頭
）、
動
物
（
鶏
、
馬
、
牛
、
豚
、
山
羊
、
犬
猫
）、
道
具

（
針
、
鎖
、
蝋
丸
、
剣
、
火
打
ち
具
）
等
を
持
っ
て
い
く
。

漢
族
で
は
石
獅
子
（
石
亀
、
鉄
牛
）
の
腹
の
中
が
避
水
具
に
準

ず
る
も
の
と
な
り
、
饅
頭
を
持
っ
て
い
く）

（（
（

。
布
朗
族
も
漢
族
と
同

様
に
動
物
の
腹
（
牛
の
腹
）
が
避
水
具
に
な
る）

（（
（

。

怒
族）

（（
（

、
独
龍
族）

（（
（

で
は
、
避
水
具
に
は
乗
ら
ず
、
直
接
、
山
の
上

に
逃
れ
る
。

4
．
構
成
要
素
④
生
き
残
っ
た
者

雷
公
と
の
闘
争
型
の
場
合
に
は
、
生
き
残
っ
た
者
は
、
雷
公
の

闘
争
相
手
と
そ
の
妹）

（（
（

、
あ
る
い
は
闘
争
相
手
の
息
子
と
娘
（
兄

妹
）、
あ
る
い
は
由
来
不
明
の
兄
妹）

（（
（

等
で
あ
る
。

名
前
の
あ
る
も
の

・
漢
族
：
兄
（
伏
羲
）
│
妹
（
女
媧
）、
盤
古
兄
妹
、
兄
（
胡
玉

人
）
│
妹
（
胡
玉
姐
）、
弟
（
亞
当
）
│
姉
（
愛
娃
）、
等

・
苗
族
：
兄
（
徳
龍
）
│
妹
（
爸
龍
）、
兄
（
相
両
）
│
妹
（
相

芒
）、
兄
（
志
男
）
│
妹
（
志
妹
）、
兄
（
葫
哥
）
│
妹
（
葫

妹
）、
兄
（
殷
略
）
│
妹
（
埋
耶
）、
兄
（
智
莱
）
│
妹
（
易

明
）、
伏
羲
兄
妹
、
兄
（
姜
央
）
│
妹
（
娘
妮
）、
姜
炎
兄
妹
、

昂
兄
妹
、
兄
（Ja-nië

）
│
妹
（O

-laï

）、
兄
（Bu-i

）
│
妹

（K
u-eh

）、
等

（
六
一
）　
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・
瑤
族
：
伏
羲
兄
妹
、
尼
托
兄
妹
、
伏
犧
兄
妹
、
兄
（
姜
良
）
│

妹
（
姜
妹
）、
兄
（
南
打
）
│
妹
（
曼
打
）、
兄
（
張
良
）
│
妹

（
張
妹
）、
等

・
畲
族
：
兄
（
盤
哥
）
│
妹
（
雲
囡
）

・
仡
佬
族
：
兄
（
阿
伏
）
│
妹
（
阿
兮
）、
阿
仰
兄
妹
、
兄
（
阿

力
）
│
妹
（
達
勒
）、
伏
羲
兄
妹
、
等

・
壮
族
：
兄
（
伏
依
）
│
妹
（
且
咪
）、
伏
依
兄
妹
、
兄
（
伏

羲
）
│
妹
（
女
媧
）、
伏
羲
兄
妹
、
等

・
布
依
族
：
兄
（
賽
胡
）
│
妹
（
細
妹
）、
兄
（
天
瑞
）
│
妹

（
天
婉
）、
兄
（
伏
哥
）
│
妹
（
羲
妹
）、
兄
（
迪
進
）
│
妹

（
迪
頴
）、
等

・
侗
族
：
兄
（
丈
良
）
│
妹
（
丈
美
）、
兄
（
張
良
）
│
妹
（
張

妹
）、
兄
（
姜
良
）
│
妹
（
姜
妹
）、
等

・
水
族
：
兄
（
伏
羲
）
─
妹
（
女
媧
）、
阿
強
兄
妹
、
等

・
毛
南
族
：
兄
（
盤
）
─
妹
（
古
）、
兄
（
古
）
─
妹
（
盤
）、
兄

（
伏
羲
）
─
妹
（
女
媧
）、
等

・
仫
佬
族
：
伏
羲
兄
妹
、
兄
（
伏
羲
）
─
妹
（
女
媧
）、
等

・
独
龍
族
：
兄
（
阿
波
）
─
妹
（
阿
朋
）

・
怒
族
：
兄
（
蠟
普
）
─
妹
（
亞
妞
）

・
基
諾
族
：
兄
（
瑪
黒
）
─
妹
（
瑪
妞
）、
兄
（
麻
黒
）
─
妹

（
麻
妞
）〔
双
子
の
兄
妹
〕、
兄
（
麦
赫
）
─
妹
（
麦
妞
）、
等

・
彝
族
：
姉
（
娥
瑪
）
─
弟
（
俄
瑪
）、
兄
（
阿
発
）
─
妹
（
阿

琴
）、
兄
（
伏
哥
）
─
妹
（
羲
妹
）、
等

・
傈
僳
族
：
兄
（
列
喜
列
刹
）
─
妹
（
沙
喜
沙
刹
）、
兄
（
勒
赤

勒
散
）
─
妹
（
双
赤
双
散
）、
兄
（A

-hang-p

′a

）
─
妹

（A
-hang-m

a

）、
等

・
哈
尼
族
：
兄
（
阿
摩
卓
羅
）
─
妹
（
阿
摩
卓
索
）、
兄
（
佐

羅
）
─
妹
（
佐
卑
）、
兄
（
莫
佐
佐
龍
）
─
妹
（
莫
佐
佐
梭
）、

兄
（
者
比
）
─
妹
（
帕
瑪
）、
兄
（
者
見
）
─
妹
（
阿
妮
）、
兄

（
塔
坡
）
─
妹
（
木
耶
）、
兄
（
卓
羅
）
─
妹
（
卓
索
）、
兄

（
塔
甫
）
─
妹
（
睦
耶
）、
兄
（
塔
溌
）
─
妹
（
莫
依
）、
兄

（
其
卑
）
─
妹
（
里
収
）、
等

・
拉
祜
族
：
兄
（
熱
尼
搓
拉
）
─
妹
（
熱
娜
）、
兄
（
扎
底
）
─

妹
（
娜
底
）、
兄
（
扎
羅
）
─
妹
（
娜
羅
）、
兄
（
甲
底
那
底
）

─
妹
（
比
蘇
依
蘇
）、
兄
（
日
）
─
妹
（
月
）、
等

・
拉
祜
族
苦
聰
人
：
兄
（
阿
牟
撥
）
─
妹
（
阿
牟
瑪
）、
兄
（
単

梭
）
─
妹
（
単
羅
）、
兄
（
熱
尼
搓
拉
）
─
妹
（
熱
娜
）、
等

・
阿
昌
族
：
兄
（
遮
帕
麻
）
─
妹
（
遮
咪
麻
）

・
白
族
：
兄
（
趙
玉
配
）
─
妹
（
邰
三
妹
）、
兄
（
長
命
）
─
妹

（
富
貴
）、
兄
（
阿
布
帖
）
─
妹
（
阿
約
帖
）、
兄
（
阿
十
弟
）

─
妹
（
阿
儀
娣
）、
兄
（
阿
卜
弟
）
─
妹
（
阿
儀
娣
）、
兄
（
双

基
）
─
妹
（
双
撒
）、
等

（
六
二
）　
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六
三

・
土
家
族
：
兄
（
布
索
）
─
妹
（
雍
妮
）、
兄
（
甫
梭
）
─
妹

（
冗
妮
）、
兄
（
補
所
）
─
妹
（
雍
尼
）、
兄
（
覃
阿
土
希
）
─

妹
（
覃
阿
土
負
）、
伏
羲
兄
妹
、
儺
氏
兄
妹

・
景
頗
族
：
弟
（
格
安
至
開
）
─
姉
（
新
雅
南
邁
）

・
佤
族
：
兄
（
鹿
埃
姆
）
─
妹
（
鹿
埃
松
）

・
黎
族
：
兄
（
老
先
）
─
妹
（
荷
発
）

上
述
は
、
兄
妹
あ
る
い
は
姉
弟
の
名
前
が
語
ら
れ
る
も
の
を
大

ま
か
に
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
伏
羲
・
女
媧
、
あ
る
い
は
そ

れ
に
似
た
名
前
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
名
前
の
上
か
ら
だ
け
の

判
断
で
こ
の
神
話
の
起
源
を
漢
族
あ
る
い
は
苗
族
に
求
め
る
の
は

余
り
に
も
早
計
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
土
家
族
の
補
所
─
雍
尼
は
土

家
語
で
固
有
名
詞
で
は
な
く
、「
補
所
」
は
弟
、「
雍
尼
」
は
妹
の

普
通
名
詞
で
あ
る
と
い
う）

（（
（

。（
こ
こ
で
は
、
末
弟
と
そ
の
妹
で
あ

る
か
ら
、
二
人
の
関
係
は
兄
と
妹
と
い
う
こ
と
に
な
る
。）
こ
の

よ
う
な
例
は
他
に
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

数
量
的
に
は
「
闘
争
相
手
の
息
子
と
娘
」
が
多
い
。
漢
族
、
蔵

族
、
羌
族
、
独
龍
族
、
怒
族
、
基
諾
族
、
傈
僳
族
、
哈
尼
族
、
拉

祜
族
、
白
族
、
土
家
族
、
景
頗
族
等
の
場
合
も
、
生
き
残
っ
た
二

人
（
兄
妹
、
姉
弟
）
の
由
来
は
明
確
で
は
な
い
。

洪
水
の
原
因
に
関
わ
り
無
く
、
生
き
残
っ
た
者
が
二
人
の
場
合

に
は
、
兄
妹
が
数
量
的
に
は
多
い
が
、
景
頗
族
、
羌
族
、
蔵
族
、

漢
族
等
の
場
合
は
姉
弟
も
あ
る
。

予
告
・
懲
罰
型
の
場
合
に
は
、
生
き
残
っ
た
者
が
一
人
の
場
合

と
、
二
人
（
末
弟
と
妹
）
の
場
合
の
二
通
り
が
あ
る
。

一
人
の
場
合
は
天
女
（
仙
女
）
婚
に
結
び
つ
く
。

・
彝
族
：
「
居
木
家
の
三
男
の
石
奇
が
一
人
生
き
残
り
、
漂
流
中

の
蛇
、
蛙
、
虫
、
蜂
等
を
助
け
る
。
動
物
達
は
天
母
を
刺
し
『
治

し
て
欲
し
け
れ
ば
娘
（
天
女
）
を
石
奇
と
結
婚
さ
せ
る
よ
う
に
』

と
天
公
に
言
い
、
天
公
は
や
む
な
く
承
知
す
る
。
結
婚
後
、
天
女

は
三
人
の
子
供
を
生
む
が
、
啞
で
あ
っ
た
。
竹
の
爆
裂
音
に
驚
い

て
、
彝
語
、
蔵
語
、
漢
語
で
発
声
し
、
三
族
の
始
祖
と
な
っ
た）

74
（

」、

「
篤
慕
俄
が
一
人
生
き
残
り
、
三
人
の
天
神
の
娘
と
結
婚
す
る
。

一
人
が
各
々
二
人
ず
つ
子
供
を
生
み
、
彝
族
の
六
祖
（
武
、
乍
，

糯
、〔
或
は
尼
〕、
恒
、
布
、
黙
）
に
な
る）

75
（

」

・
納
西
族
：
「
従
忍
利
恩
が
一
人
生
き
残
り
、
天
神
の
娘
と
結
婚

す
る
に
あ
た
り
、
天
神
は
難
題
を
出
す
。
森
林
を
切
り
倒
し
、
焼

き
払
い
、
種
を
播
き
、
種
を
拾
い
、
岩
山
羊
と
魚
を
獲
り
、
虎
の

乳
を
搾
る
…
等
の
難
題
を
天
女
の
助
力
を
得
て
解
決
し
、
結
婚
す

る
。
結
婚
後
、
三
人
の
啞
の
子
が
生
ま
れ
る
。
竹
の
爆
裂
音
に
驚

い
て
蔵
語
、
納
西
語
、
白
語
で
発
声
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
へ

（
六
三
）　
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行
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
始
祖
と
な
っ
た）
76
（

」

・
納
西
族
摩
梭
人
：
「
三
兄
弟
の
う
ち
の
銼
治
路
一
苴
だ
け
が
生

き
残
る
。
天
王
の
三
女
と
結
婚
す
る
に
あ
た
り
、
天
王
は
難
題

（
納
西
族
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
）
を
出
す
…）

77
（

」

・
普
米
族
：
「
二
兄
弟
の
弟
だ
け
が
生
き
残
る
。
仙
女
と
結
婚
す

る
に
あ
た
り
、
仙
女
の
父
親
は
、
柴
を
刈
る
、
種
を
播
き
収
穫
す

る
、
狩
猟
を
す
る
等
の
難
題
を
出
す
。
仙
女
の
助
け
を
得
て
、
難

題
を
解
決
す
る
。
結
婚
後
、
四
人
の
子
供
を
生
み
、
摩
梭
、
普
米
、

蔵
、
漢
の
四
民
族
に
な
る）

78
（

」
等
で
あ
る
。

生
き
残
っ
た
者
が
二
人
の
場
合
、
懲
罰
型
で
は
、
善
良
な
兄
妹

（
末
弟
と
妹
）
あ
る
い
は
姉
弟
が
生
き
残
る
こ
と
に
な
る
。

佤
族
で
は
「
孤
児
と
小
さ
な
雌
牛
が
生
き
残
り
、
結
婚
し
て
葫

蘆
の
種
を
生
む
。
結
実
し
た
葫
蘆
を
刀
で
切
る
と
中
か
ら
沢
山
の

人
と
動
物
が
出
て
き
た
」
と
す
る
が
、
同
胞
婚
で
も
な
け
れ
ば
天

女
婚
で
も
な
い）

（（
（

。

ま
た
、
徳
昂
族
で
は
「
…
洪
水
が
退
く
と
、
人
が
葫
蘆
か
ら
出

て
来
た
が
、
此
の
時
、
生
き
残
っ
た
の
は
男
だ
け
で
女
は
い
な

か
っ
た
。
あ
る
時
、
天
か
ら
一
人
の
女
が
飛
ん
で
来
て
男
の
食
事

の
世
話
を
し
た
り
し
て
い
た
が
、
又
、
飛
ん
で
行
っ
た
。
後
に
天

神
が
天
女
は
腰
箍
を
纏
わ
せ
る
と
飛
べ
な
く
な
る
と
男
に
教
え
る
。

人
は
こ
う
し
て
天
女
と
結
婚
し
た）

（（
（

」
と
い
う
天
女
婚
で
腰
箍
の
由

来
譚
で
あ
っ
て
、
彝
語
支
諸
族
の
天
女
婚
と
は
別
系
統
の
も
の
で

あ
る
。

5
．
構
成
要
素
⑤
同
胞
婚
の
忌
避

生
き
残
っ
た
二
人
は
、「
兄
妹
婚
を
す
る
と
雷
に
打
た
れ
て
焼

け
死
ぬ）

（（
（

」
と
か
「
兄
妹
が
結
婚
す
る
の
は
天
意
に
違
う
か
ら
従
え

な
い）

（（
（

」
と
し
な
が
ら
も
、
結
局
は
人
類
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
逡
巡
に
は
近
親
婚
の
忌
避
が

意
識
下
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
同
胞
配
偶
忌
避
の
緩
和
の

た
め
に
行
わ
れ
る
の
が
神
占
い
で
あ
り
、
第
三
者
（
亀
、
竹
、
金

龍
神
、
太
白
金
星
、
玉
皇
大
帝
、
観
音
菩
薩
、
等
）
の
介
在
で
あ

る
。
ま
た
、
配
偶
者
を
求
め
て
の
放
浪
の
話
が
亀
の
甲
羅
の
亀
裂
、

竹
の
節
の
由
来
譚
と
結
合
し
て
語
ら
れ
、
こ
の
亀
と
竹
の
要
素
は

神
占
い
の
中
に
も
反
映
さ
れ
る
。

神
占
い
の
方
法
は
次
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。

ⓐ　

も
の
を
投
げ
る
（
石
磨ひ

き
う
す、
篩
と
箕
、
糸
と
針
、
刀
と
鞘
、

竹
片
、
石
、
棒
、
貝
殻
、
葉
、
帽
子
、
等
）

ⓑ　

も
の
を
め
ぐ
る
（
廻
る
中
心
の
あ
る
も
の
：
山
、
一
本
の
木

（
六
四
）　
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六
五

等
を
廻
る
。
廻
る
中
心
の
な
い
も
の
：
兄
が
妹
を
追
い
か
け
る
）

ⓒ　

煙
の
結
合
（
煙
、
木
の
枝
、
髪
の
毛
、
帯
、
木
、
蔓
、
二
本

の
川
の
水
、
等
が
交
わ
る
）

ⓐ
ⓒ
は
男
性
・
女
性
原
理
の
象
徴
物
│
│
例
え
ば
碾
臼
の
上
下
、

糸
と
針
、
男
女
各
々
が
あ
げ
た
煙
、
等
│
│
の
結
合
に
よ
り
結
婚

の
許
可
を
暗
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
他
に
、
独
龍
族
の
「
竹
筒
の
水
が
九
本
の
川
に
変
わ
る）

（（
（

」、

怒
族
の
「
弩
弓
で
織
機
の
枠
の
杙
を
射
る）

（（
（

」
な
ど
も
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
生
活
様
式
、
生
業
形
態
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
景
頗
族
の
「
姉
弟
が
二
つ
の
山
の
上
か
ら
同
時
に
転
が
り
、

麓
ま
で
一
緒
に
転
が
っ
た）

（（
（

」
等
は
、
ⓐ
の
石
磨
転
が
し
の
変
形
と

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

貴
州
省
従
江
県
加
勉
郷
の
苗
族
で
は
「
向
か
い
合
っ
て
、
妹
は

下
か
ら
上
へ
、
兄
は
上
か
ら
下
へ
歩
き
、
出
逢
っ
た
と
き
〝
い
と

こ
〟
と
言
っ
て
結
婚
す
る）

（（
（

」。

貴
州
省
黄
平
県
に
苗
族
と
隣
接
し
て
居
住
す
る

家
人
の
「
兄

妹
が
各
々
傘
を
さ
し
一
人
は
山
か
ら
下
り
て
き
て
、
一
人
は
麓
か

ら
登
っ
て
行
き
、
中
腹
で
出
逢
っ
て
、
二
人
が
二
か
所
か
ら
来
た

〝
い
と
こ
〟
と
し
て
結
婚
す
る）

（（
（

」
と
い
う
の
も
、
一
種
の
兄
妹
婚

の
回
避
と
考
え
ら
れ
る
。

総
じ
て
、
石
磨
に
よ
る
占
い
が
数
量
的
に
最
も
多
く
、
次
に
多

い
の
が
針
孔
に
糸
を
通
す
占
い
で
あ
る
。
瑤
族
で
は
煙
系
統
が
多

く
、
目
立
つ
。

6
．
構
成
要
素
⑥
同
胞
婚
の
結
果

同
胞
婚
の
結
果
誕
生
し
た
も
の
は
、
肉
塊
の
類
（
血
団
、
肉
胞

胎
、
肉
瘤
、
肉
球
、
血
盆
）、
瓜
類
（
葫
蘆
、
瓜
、
南
瓜
、
冬
瓜
）、

不
具
者
の
類
（
目
も
耳
も
口
も
な
い
磨
石
の
様
な
子
、
手
足
は
あ

る
が
男
女
の
別
が
不
明
の
怪
人
、
鶏
卵
の
様
な
円
い
子
、
無
頭
の

子
、
瓜
の
よ
う
に
四
肢
の
な
い
子
）
等
、
異
形
の
も
の
で
あ
る
。

景
頗
族）

（（
（

、
白
族）

（（
（

で
は
「
犬
の
皮
袋
」
の
中
か
ら
子
供
が
出
て
く

る
。
哈
尼
族
に
は
「
全
身
に
身
籠
り
、
長
男
の
哈
尼
族
は
腹
部
か

ら
、
次
男
の
彝
族
は
腰
か
ら
、
三
男
の
漢
族
は
手
の
指
か
ら
、
四

男
の
傣
族
は
足
の
裏
か
ら
、
瑤
族
は
耳
の
裏
か
ら
生
ま
れ
た）

（（
（

」
と

語
る
も
の
も
あ
る
。

ま
た
葫
蘆
の
中
か
ら
各
民
族
が
出
て
く
る
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

（
哈
尼
族
、
阿
昌
族
、
彝
族
、
傈
僳
族
、
布
朗
族
、
基
諾
族
、
克カ

木ム

人
、
拉
祜
族
苦
聰
人
、
等
）

・
哈
尼
族
：
「
兄
妹
が
結
婚
し
て
葫
蘆
を
生
む
。
竹
刀
で
穴
を
開

け
る
と
組
に
な
っ
た
小
さ
な
男
女
が
出
て
く
る
。
一
組
目
は
卡
多

人
、
二
組
目
は
布
都
人
、
三
組
目
は
碧
約
人
、
四
組
目
は
西
摩
洛

人
に
な
る）

91
（

」、「
切
り
刻
ん
で
山
の
谷
間
に
捨
て
た
肉
塊
の
一
つ
が

（
六
五
）　
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葫
蘆
の
樹
に
な
り
、
大
き
な
実
を
結
ぶ
。
葫
蘆
の
中
か
ら
声
が
す

る
の
で
刀
で
切
り
裂
く
と
、
中
か
ら
人
が
出
て
き
て
、
哈
尼
族
、

彝
族
、
傣
族
、
瑤
族
、
佤
族
、
白
族
等
に
な
っ
た）

92
（

」

・
阿
昌
族
：
「
遮
帕
麻
と
遮
咪
麻
が
結
婚
し
て
葫
蘆
を
生
む
。
妹

は
葫
蘆
を
川
に
捨
て
る
。
天
神
が
錐
で
穴
を
開
け
る
と
中
か
ら
九

族
が
出
て
く
る
。
盆
地
に
住
ん
だ
も
の
が
漢
族
、
傣
族
、
高
山
に

住
ん
だ
も
の
が
景
頗
族
、
傈
僳
族
、
山
の
中
腹
に
住
ん
だ
も
の
が
、

阿
昌
族
、
徳
昂
族
…
に
な
る）

93
（

」

・
彝
族
：
「
兄
妹
が
結
婚
し
て
葫
蘆
を
生
む
。
妹
は
葫
蘆
を
川
に

捨
て
る
。
天
神
が
錐
で
穴
を
開
け
る
と
、
中
か
ら
九
族
（
漢
、
傣
、

彝
、
傈
僳
、
苗
、
蔵
、
白
、
回
、
傣
〔
重
複
す
る
が
マ
マ
〕
族
）

が
出
て
く
る）

94
（

」、「
兄
妹
が
結
婚
し
て
大
葫
蘆
を
生
む
。
宝
刀
で
切

る
と
中
か
ら
沢
山
の
人
、
動
植
物
、
五
穀
の
種
が
出
て
く
る
。
種

を
四
方
に
撒
く
と
、
彝
族
、
漢
族
、
苗
族
、
沙
族
に
変
わ
る）

95
（

」

・
彝
族
阿ア

シ細
人
：
「
妹
が
生
ん
だ
南
瓜
の
中
か
ら
声
が
す
る
の
で
、

兄
が
斧
で
切
る
と
中
に
は
漢
人
、
阿
細
人
、
苗
人
が
い
た）

（（
（

」

・
傈
僳
族
：
「
瓜
を
刀
で
切
る
と
、
中
か
ら
鬼
と
、
怒
族
、
独
龍

族
、
傈
僳
族
、
納
西
族
、
白
族
、
彝
族
…
が
出
て
来
た）

（（
（

」

・
布
朗
族
：
「
兄
妹
が
結
婚
し
て
一
個
の
葫
蘆
を
生
む
。
切
り
開

く
と
中
か
ら
沢
山
の
人
が
出
て
き
て
、
各
民
族
の
祖
先
に
な
る）

（（
（

」

・
基
諾
族
：
「
瑪
黒
と
瑪
妞
の
兄
妹
が
結
婚
す
る
。
葫
蘆
の
種
を

播
く
と
大
き
な
葫
蘆
に
な
り
、
中
か
ら
声
が
す
る
。
真
っ
赤
に
焼

い
た
小
刀
で
焼
き
穴
を
開
け
る
と
、
中
か
ら
人
が
出
て
き
て
、
布

朗
族
、
基
諾
族
、
傣
族
に
な
る）

（（
（

」

・
克
木
人
〔
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
語
族　

佤
徳
昂
語
支
〕
：
「
兄
妹

が
結
婚
し
て
か
ら
三
年
余
り
後
、
大
き
な
葫
蘆
を
生
む
。
葫
蘆
の

中
か
ら
声
が
す
る
の
で
、
焼
い
た
先
の
尖
っ
た
棒
で
穴
を
開
け
る

と
、
中
か
ら
克
木
人
が
で
て
き
た）

（（（
（

」
等
。

拉
祜
族
苦
聰
人
の
場
合
は
同
胞
婚
で
は
な
い
が
「
末
弟
が
仙
女

と
結
婚
し
、
葫
蘆
が
生
れ
た
。
大
刀
で
切
る
と
中
か
ら
男
女
が
出

て
く
る
。
麓
に
住
ん
だ
も
の
が
漢
族
、
山
頂
に
住
ん
だ
も
の
が
彝

族
、
鍋
搓
（
苦
聰
人
）
に
な
る）

101
（

」
と
し
て
葫
蘆
の
中
か
ら
各
民
族

が
出
て
来
た
と
語
る
。

7
．
構
成
要
素
⑦
切
り
刻
む
モ
チ
ー
フ

誕
生
し
た
も
の
が
異
形
の
場
合
に
は
、
切
り
刻
む
モ
チ
ー
フ
が

付
加
さ
れ
る
。
肉
塊
、
不
具
児
等
、
異
形
さ
の
度
合
い
が
強
い
も

の
は
、
特
に
切
り
刻
む
モ
チ
ー
フ
が
強
調
さ
れ
、
⑥
⑦
の
結
合
度

が
強
い
。

・
景
頗
族
：
「
人
と
鬼
の
住
む
分
界
の
九
叉
路
で
治
同
（
善
鬼
）

が
姉
弟
婚
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
子
供
の
全
身
を
刀
で
九
つ
に
切
り
、

（
六
六
）　
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九
本
の
交
差
点
の
入
り
口
に
投
げ
捨
て
る
と
九
組
の
兄
妹
に
な
っ

て
い
た
。
こ
の
九
組
の
兄
妹
が
九
つ
の
地
方
に
行
っ
て
九
種
の
民

族
に
な
っ
た
。
盆
地
に
住
ん
だ
も
の
が
漢
族
、
水
辺
に
住
ん
だ
も

の
が
傣
族
、
山
の
上
に
住
ん
だ
も
の
が
徳
昂
と
石
東
（
景
頗
は
自

称
）
で
あ
る）

102
（

」
と
し
て
、
特
に
異
形
さ
が
強
調
さ
れ
な
い
人
も
切

り
分
け
ら
れ
る
例
も
あ
り
、
民
族
起
源
の
説
明
に
繋
が
っ
て
い
く
。

通
常
、
生
業
形
態
に
お
い
て
、
農
耕
民
的
要
素
が
強
い
ほ
ど
切

り
刻
む
モ
チ
ー
フ
が
付
加
さ
れ
強
調
さ
れ
、
狩
猟
、
遊
牧
民
的
要

素
が
強
ま
る
ほ
ど
切
り
刻
む
要
素
が
弱
め
ら
れ
る
。
農
牧
民
で
あ

る
蔵
族
で
は
「
姉
弟
婚
の
結
果
、
姉
が
一
本
の
粗
く
て
長
い
麻
縄

を
生
む
。
弟
が
怒
っ
て
、
刀
で
一
節
ず
つ
に
切
り
、
四
方
八
方
に

投
げ
捨
て
る
と
、
翌
日
に
は
全
部
人
に
変
わ
る
。
二
節
で
一
組
に

な
り
、
蔵
族
の
祖
先
と
な
る）

（（（
（

」、「
姉
弟
婚
の
結
果
、
姉
が
腸
を
産

む
。
天
皇
帝
が
刀
で
腸
を
切
り
刻
み
四
方
に
撒
く
。
天
皇
帝
が
百

家
姓
を
造
る）

（（（
（

」、「
兄
妹
婚
の
結
果
、
肉
塊
を
生
む
。
兄
が
刀
で
切

る
と
中
か
ら
皮
縄
が
出
て
く
る
。
皮
縄
を
切
っ
て
あ
ち
こ
ち
に
ば

ら
撒
く
と
人
に
変
わ
る）

（（（
（

」
と
あ
り
、
生
業
形
態
を
反
映
し
た
切
り

刻
む
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。

8
．
構
成
要
素
⑧
人
類
起
源

誕
生
し
た
も
の
が
異
形
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
構
成
要
素

の
⑥
（
同
胞
婚
の
結
果
）
⑦
（
切
り
刻
む
モ
チ
ー
フ
）
⑧
（
人
類

起
源
）
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
語
ら
れ
る
。
⑥
を
切
り
刻

む
と
そ
の
肉
片
が
人
に
変
わ
り
、
各
部
分
が
人
類
（
当
該
諸
民

族
）
の
祖
先
に
変
わ
り
、
兄
妹
（
姉
弟
）
を
始
祖
と
す
る
人
類

（
あ
る
い
は
民
族
）
起
源
神
話
が
説
か
れ
る
。
ば
ら
撒
か
れ
た
肉

片
が
李
の
上
に
掛
か
っ
た
も
の
を
「
李
」
姓
、
桃
の
木
の
上
に
掛

か
っ
た
も
の
を
「
陶
」
姓
、
石
の
上
に
落
ち
た
も
の
を
「
石
」
姓
、

…
と
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
百
家
姓
」
の
由
来
の
説
明
に
な

る
場
合
も
多
い
。
民
族
起
源
の
神
話
に
は
周
辺
民
族
と
の
関
わ
り

が
語
ら
れ
、
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る
諸
民
族
が
交
流
の
あ
る
民
族
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
民
族
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
側
か
ら

も
同
様
の
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。

兄
弟
関
係
の
順
序
か
ら
、
民
族
間
の
優
位
順
序
が
推
測
で
き
る
か

も
知
れ
な
い
。
但
し
、
長
子
相
続
制
か
末
子
相
続
制
か
は
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

天
女
婚
に
結
び
つ
く
場
合
は
、
基
本
的
に
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
構
成
要
素
⑤
⑥
⑦
は
欠
如
し
、
④
⑧
が
直
接
結
合
し
て
主
と
し

て
民
族
起
源
神
話
が
語
ら
れ
る
。

し
か
し
、
拉
祜
族
苦
聰
人
の
「
末
弟
と
仙
女
が
結
婚
し
て
葫
蘆

を
生
む
。
刀
で
切
り
開
く
と
、
子
供
が
沢
山
出
て
く
る）

（（（
（

」
と
か
、

双
柏
県
の
彝
族
の
「
阿
朴
独
姆
と
妹
の
兄
妹
婚
の
結
果
生
ま
れ
た

（
六
七
）　
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も
の
は
、
三
六
人
の
啞
の
子
で
、
火
の
中
に
入
れ
た
竹
の
炸
裂
音

を
聞
き
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
で
発
声
し
、
彝
族
、
哈
尼
族
、
漢
族
、

傣
族
に
な
っ
た）

（（（
（

」
と
か
、
昭
通
永
善
県
彝
族
の
「
伏
羲
兄
妹
が
結

婚
し
て
三
人
の
啞
の
子
を
生
む
。
山
竹
を
燃
や
し
て
赤
ん
坊
を
温

め
る
と
発
声
し
、
彝
族
、
苗
族
、
漢
族
に
な
っ
た）

（（（
（

」
等
の
よ
う
に
、

天
女
婚
と
兄
妹
婚
の
構
成
要
素
が
錯
綜
し
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

語
ら
れ
る
も
の
も
数
量
的
に
は
多
く
は
な
い
が
存
在
す
る
。
こ
れ

ら
は
、
モ
ザ
イ
ク
状
に
点
在
す
る
少
数
民
族
が
近
隣
民
族
間
と
の

交
流
に
よ
り
影
響
を
及
ぼ
し
あ
っ
た
必
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
て
こ
の
モ
チ
ー
フ
の
複
雑
な
結
合
の
仕
方
は
諸
要
素
の

結
合
の
仕
方
を
も
ま
す
ま
す
複
雑
に
し
て
い
く
。
伝
承
に
よ
る
細

部
の
変
化
は
致
し
方
な
い
が
、
何
が
共
通
項
で
何
が
基
本
に
な
っ

て
い
て
原
型
は
何
か
を
考
え
る
上
で
、
や
は
り
資
料
の
数
量
的
な

多
さ
か
ら
の
類
推
・
分
析
は
原
型
復
元
の
一
つ
の
有
効
な
方
法
に

な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

三
文
化
圏
と
言
語
体
系
か
ら
中
国
の
洪
水
神
話
に
つ
い
て
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
文
化
圏
か
ら
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
Ⅰ
（
北

部
遊
牧
民
文
化
圏
）
で
は
、
殆
ど
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
洪
水
神
話

は
み
ら
れ
な
い
。
Ⅳ
（
南
部
山
地
焼
畑
耕
作
民
文
化
圏
）
や
Ⅴ

（
南
部
河
谷
居
住
水
稲
犂
耕
民
文
化
圏
）
で
は
、
主
と
し
て
同
胞

配
偶
型
洪
水
神
話
が
数
多
く
、
Ⅲ
（
南
部
山
地
居
住
農
牧
民
文
化

圏
）
で
は
、
同
胞
配
偶
型
と
と
も
に
天
女
婚
型
の
洪
水
神
話
が
多

く
み
ら
れ
る
。
Ⅱ
（
西
部
中
部
高
原
農
牧
民
文
化
圏
）
で
は
、
Ⅲ

Ⅳ
と
の
共
通
要
素
を
保
持
し
た
同
胞
配
偶
型
、
天
女
婚
型
の
洪
水

神
話
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ⅵ
（
南
部
狩
猟
栽
培
民
文
化
圏
）
で

は
、
洪
水
神
話
と
同
胞
配
偶
の
結
合
度
が
弱
い
。
Ⅶ
（
東
部
平
原

農
耕
民
文
化
圏
）
で
は
、
陥
没
型
洪
水
神
話
と
も
称
さ
れ
る
石
獅

子
や
石
亀
が
洪
水
の
予
告
者
と
な
る
同
胞
配
偶
型
洪
水
神
話
が
中

原
地
方
で
多
く
み
ら
れ
る
。

次
に
言
語
体
系
か
ら
ま
と
め
る
と
、
基
本
的
に
は
、
闘
争
型
洪

水
神
話
は
、
主
と
し
て
漢
蔵
語
族
の
苗
瑤
語
族
（
苗
族
、
瑤
族
、

畲
族
）
と
壮
侗
語
族
（
壮
族
、
侗
族
、
水
族
、
布
依
族
、
毛
南
族
、

仫
佬
族
）、
漢
語
を
話
す
土
家
族
等
の
間
に
広
く
分
布
し
、
兄
妹

婚
に
結
び
つ
く
。
傣
族
で
は
雷
公
と
の
闘
争
モ
チ
ー
フ
は
見
ら
れ

ず
、「
洪
水
の
中
を
金
葫
蘆
が
漂
流
し
、
石
に
ぶ
つ
か
り
裂
け
、

中
か
ら
出
て
来
た
兄
妹
が
結
婚
し
て
子
孫
を
繁
栄
さ
せ
た）

（（（
（

」
と
語

ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
神
話
は
む
し
ろ
南
ア
ジ
ア
語
系
の

「
葫
蘆
か
ら
人
が
出
て
来
た
」
と
す
る
神
話
に
近
い
。

他
方
、
予
告
・
懲
罰
型
洪
水
神
話
は
、
大
・
小
涼
山
を
中
心
と

（
六
八
）　
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す
る
彝
族
及
び
そ
の
影
響
を
受
け
る
彝
語
支
諸
族
並
び
に
そ
の
近

隣
民
族
の
間
に
分
布
し
、
生
き
残
っ
た
者
が
一
人
の
場
合
に
は
天

女
婚
に
、
二
人
の
場
合
に
は
同
胞
配
偶
婚
に
結
び
つ
く
と
い
う
構

造
を
と
る
。
同
胞
配
偶
の
場
合
、
そ
の
内
容
及
び
構
成
は
闘
争
型

と
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
し
い
て
言
え
ば
⑥

⑦
の
結
合
度
が
闘
争
型
よ
り
も
弱
い
。

な
お
、
耕
地
復
元
モ
チ
ー
フ
を
持
つ
予
告
・
懲
罰
型
の
洪
水
神

話
を
伝
え
る
苗
族
に
つ
い
て
、
言
語
と
地
理
的
分
布
か
ら
考
え
て

み
る
。
苗
語
は
、
湘
西
方
言
（
東
部
方
言
）、
黔
東
方
言
（
中
部

方
言
）、
川
黔
滇
方
言
（
西
部
方
言
）
の
三
方
言
区
に
分
け
ら
れ

る
が
、
田
兵
に
よ
る
と
、「『
貴
州
通
志
』
の
苗
族
五
種
は
、
（
．

紅
苗
（
湘
西
方
言
）、
（
．
黒
苗
（
黔
東
方
言
）、
3
．
青
苗
（
川

滇
黔
方
言
）、
4
．
白
苗
（
黔
東
方
言
あ
る
い
は
川
滇
黔
方
言
）

5
．
花
苗
（
川
滇
黔
方
言
）
で
あ
る）

（（（
（

」
と
い
う
。
ま
た
、
呉
澤
霖

に
よ
れ
ば
、「
貴
州
の
苗
族
の
族
は
三
つ
の
大
系
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
、
地
理
的
分
布
か
ら
み
る
と
東
部
は
大
多
数
が
苗
、
南
部

及
び
西
南
部
は
大
多
数
が
仲
家
〔
布
依
族
〕、
西
北
部
威
寧
一
帯

は
大
多
数
が
倮ロ

ロ儸
〔
彝
族
〕
で
あ
る）

（（（
（

」
と
い
う
。
以
上
の
こ
と
か

ら
類
推
す
る
に
、
川
苗
、
花
苗
等
は
、
苗
族
と
は
称
す
る
も
の
の
、

実
は
彝
族
で
あ
る
か
、
彝
語
を
話
す
苗
族
で
あ
る
か
、
彝
族
の
支

配
下
に
あ
っ
た
民
族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
耕
地
復
元
モ
チ
ー
フ
は
、
そ
も
そ
も
は
彝
族
（
黒
彝

系
統
）
の
持
つ
モ
チ
ー
フ
と
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
南
ア
ジ
ア
語
系
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
語
族
の
佤
族
、
徳
昂

族
、
布
朗
族
で
は
、
基
本
的
に
は
漢
蔵
語
族
の
諸
族
と
は
別
系
統

の
「
葫
蘆
あ
る
い
は
石
洞
か
ら
人
類
が
出
て
来
た
」
と
す
る
人
類

起
源
神
話
と
結
び
つ
く
洪
水
神
話
で
あ
る
。
佤
族
で
は
「
洪
水
滔

天
の
時
、
遠
方
か
ら
大
き
な
葫
蘆
が
漂
流
し
て
き
た
。
後
に
葫
蘆

の
中
か
ら
人
が
出
て
来
た
」、「
洪
水
滔
天
の
時
、
遠
方
か
ら
大
き

な
葫
蘆
が
漂
っ
て
き
た
。
葫
蘆
が
水
中
に
沈
み
、
そ
の
後
、
山
洞

の
中
か
ら
人
が
出
て
来
た）

（（（
（

」
と
あ
り
、
徳
昂
族
で
も
同
様
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
漢
族
に
も
中
原
周
辺
の
四
川）

（（（
（

、
湖
北）

（（（
（

、
湖
南）

（（（
（

、
江
西）

（（（
（

省
等
で
は
、
少
数
民
族
間
に
伝
わ
る
闘
争
型
、
懲
罰
型
等
、
洪
水

の
原
因
を
重
く
語
る
同
様
の
同
胞
配
偶
型
の
洪
水
神
話
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

中
国
の
洪
水
神
話
に
お
け
る
兄
妹
婚
神
話
は
、
巨
視
的
に
み
れ

ば
、
西
は
イ
ン
ド
か
ら
東
ア
ジ
ア
一
帯
に
分
布
す
る
「
同
胞
配
偶

型
洪
水
神
話
」
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
の

洪
水
神
話
に
は
、
兄
妹
婚
神
話
だ
け
で
な
く
、
天
女
婚
神
話
と
結

び
つ
く
も
の
や
、
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
語
族
等
に
伝
わ
る
「
葫
蘆

（
あ
る
い
は
石
洞
）
の
中
か
ら
人
が
出
て
来
た
」
と
す
る
人
類
起

源
神
話
と
結
び
つ
く
洪
水
神
話
も
あ
り
、
上
述
の
様
な
構
造
で
成

（
六
九
）　
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│
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│
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│
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│
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報
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。
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’eng W
en Publishing Com
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aipei, pp. 43-44.

（
9
）　
「
洪
水
滔
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滙
編
・
洪
水
篇
』
中
央

民
族
学
院
少
数
民
族
古
籍
整
理
出
版
、
一
九
八
四
年
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│
四

五
頁
。

（
10
）　
「
洪
水
滔
天
歌
」『
民
間
文
学
』
一
九
六
〇
年
第
一
〇
期
、
二
六

│
四
〇
頁
。

（
11
）　
「
伏
羲
兄
妹
的
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間
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上
海
文
芸
出
版
社
、
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九
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年
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〇
月
、
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九
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頁
。
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12
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族
民
間
故
事
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上
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文
芸
出
版
社
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一
九
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年
八
月
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九
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│
九
三
頁
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13
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「
盤
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的
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」『
毛
南
族
・
京
族
民
間
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』
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文
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出
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月
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版
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年
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人
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史
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書
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司
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月
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台
北
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九
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頁
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学
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一
九
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期
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二
頁
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│
七
五
頁
。

（
18
）　
「
水
淹
天
門
歌
」『
中
国
歌
謡
集
成
』（
広
西
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出
版
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一
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七
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│
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。
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数
民
族
神
話
滙
編
・
洪
水
篇
』

中
央
民
族
学
院
少
数
民
族
古
籍
整
理
出
版
、
一
九
八
四
年
、
三
一

六
│
三
一
七
頁
。

（
45
）　
「
九
兄
弟
」『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
四
川
巻
、
中
国ISBN

中

心
出
版
、
一
九
九
八
年
三
月
、
一
四
七
九
│
一
四
八
一
頁
。

（
46
）　
「
蜂
桶
、
葫
蘆
伝
人
種
」『
拉
祜
族
民
間
故
事
』
雲
南
人
民
出
版

社
、
一
九
九
〇
年
七
月
、
一
六
│
一
七
頁
。

（
47
）　
「
人
類
遷
徙
記
」『
納
西
族
民
間
故
事
選
』
上
海
文
芸
出
版
社
、

一
九
八
四
年
一
〇
月
、
五
二
頁
。

（
48
）　
「
司
崗
里
」『
山
茶
』
一
九
八
八
年
第
一
期
、
一
六
頁
。

（
49
）　
「
黄
水
潮
天
」（
毛
星
編
『
中
国
少
数
民
族
文
学
』
上
）
湖
南
人

民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
七
月
、
五
五
五
頁
。

（
50
）　
「
伏
羲
兄
妹
制
人
煙
」『
中
国
少
数
民
族
神
話
滙
編
・
洪
水
篇
』

中
央
民
族
学
院
少
数
民
族
古
籍
整
理
出
版
、
一
九
八
四
年
、
三
一

四
頁
。

（
51
）　
「
葫
哥
葫
妹
伝
人
種
」『
雲
南
少
数
民
族
歴
史
社
会
調
査
資
料
滙

編
』（
一
）、
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
一
二
月
、
二
五
〇

│
二
五
二
頁
。

（
52
）　
「
兄
妹
成
婚
衍
人
類
」『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
雲
南
巻
、
中
国

ISBN

中
心
出
版
、
二
〇
〇
三
年
五
月
、
二
〇
六
│
二
〇
七
頁
。

（
53
）　
「
祭
龍
的
来
歴
」『
山
茶
』
一
九
八
四
年
第
四
期
、
九
三
│
九
五

頁
。

（
54
）　
「
開
天
闢
地
」『
白
族
神
話
伝
説
集
成
』
中
国
民
間
文
芸
出
版
社
、

一
九
八
六
年
一
一
月
、
一
三
│
一
八
頁
。

　
　
　
「
開
天
闢
地
的
伝
説
」『
山
茶
』
一
九
八
四
年
第
四
期
、
一
四
│

一
六
頁
。

（
55
）　
「
葫
蘆
的
故
事
」（
一
）『
山
茶
』
一
九
八
一
年
第
二
期
、
四
三

頁
。

（
56
）　
「
岩
布
林
嘎
・
伊
梯
林
嘎
」『
中
国
各
民
族
宗
教
与
神
話
大
詞

典
』
学
苑
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、
三
一
頁
。

（
57
）　
「
天
女
凡
伝
人
種
」『
四
川
神
話
遷
』
四
川
民
族
出
版
社
、
一
九

九
二
年
九
月
、
一
二
五
頁
。

（
58
）　
「
天
、
地
、
人
的
形
成
」『
山
茶
』
一
九
八
一
年
第
二
期
、
一
〇

九
頁
。

（
59
）　
「
創
世
記
」『
四
川
省
納
西
族
社
会
歴
史
調
査
』
四
川
省
社
会
科

学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
六
月
、
二
一
五
│
二
一
九
頁
。

（
60
）　
「
布
索
和
雍
妮
」『
土
家
族
民
間
故
事
選
』
上
海
文
芸
出
版
社
、

一
九
八
九
年
九
月
、
四
頁
。

（
61
）　
「
人
祖
爺
」（
張
振
犂
、
程
健
君
編
『
中
原
神
話
専
題
資
料
』）

中
国
民
間
文
芸
家
協
会
河
南
分
会
、
一
九
八
七
年
、
一
三
四
│
一

三
七
頁
。

（
62
）　
「
伏
羲
和
女
媧
」『
前
掲
書
』（
61
）、
九
七
│
一
〇
一
頁
。

（
63
）　
「
盤
古
兄
妹
婚
」『
前
掲
書
』（
61
）、
二
九
│
三
〇
頁
。

（
64
）　
「
崇
邦
統
」『
中
国
原
始
宗
教
資
料
叢
編
』
上
海
人
民
出
版
社
、

一
九
九
三
年
一
〇
月
、
三
二
三
頁
。

（
65
）　
「
帕
米
査
列
」『
普
米
族
民
間
故
事
』
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九

九
〇
年
七
月
、
一
三
頁
。

（
66
）　
「
九
兄
弟
」『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
四
川
巻
、
中
国ISBN

中

心
出
版
、
一
九
九
八
年
三
月
、
一
四
七
九
頁
。

（
七
二
）　



中
国
の
洪
水
神
話
に
お
け
る
兄
妹
婚
神
話
の
位
置
付
け
と
構
造
分
析

七
三

（
67
）　
ａ  

．
石
獅
子
：
「
盤
古
開
天
」『
民
間
文
学
』
一
九
八
六
年
第

一
期
、
九
│
一
一
頁
、「
両
兄
弟
」『
中
原
資
料
専
題
資
料
』

一
九
八
七
年
、
一
二
七
│
一
三
〇
頁
、「
捏
泥
人
」『
前
掲

書
』
一
四
一
│
一
四
三
頁
。

　
　
　

ｂ‌‌
．
石
亀
：
「
娣
妹
婚
」『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
河
南
巻
、

中
国ISBN

中
心
出
版
、
二
〇
〇
一
年
六
月
、
一
三
頁
。

　
　
　
ｃ‌‌

．
鉄
牛
：
「
洪
水
滔
天
」『
中
原
神
話
専
題
資
料
』、
一
六
一

─
一
六
二
頁
、「
両
兄
妹
」『
前
掲
書
』、
一
六
三
頁
、
等
多

数
。

（
68
）　
「
岩
布
林
嘎
・
伊
梯
林
嘎
」『
中
国
各
民
族
宗
教
与
神
話
大
詞

典
』、
学
苑
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、
三
一
頁
。

（
69
）　
「
創
世
記
」『
怒
族
独
龍
族
民
間
故
事
選
』
上
海
文
芸
出
版
社
、

一
九
九
四
年
一
一
月
、
六
─
七
頁
。

（
70
）　
「
洪
水
氾
濫
」『
怒
族
独
龍
族
民
間
故
事
選
』
上
海
文
芸
出
版
社
、

一
九
九
四
年
一
一
月
、
二
三
三
頁
。

（
7（
）　
「
洪
水
滔
天
」『
苗
族
史
詩
』
中
国
民
間
文
芸
出
版
社
、
一
九
八

三
年
一
月
、
二
四
六
─
二
五
一
頁
。

（
7（
）　

芮
逸
夫
「
苗
族
的
洪
水
故
事
与
伏
羲
女
媧
的
伝
説
」『
人
類
学

集
刊
』
第
一
巻
第
一
期
、
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、

一
九
三
八
年
一
二
月
、
台
北
、
一
五
七
頁
。

　
　
　

凌
純
声
、
芮
逸
夫
『
湘
西
苗
族
調
査
報
告
』
国
立
中
央
研
究
院

歴
史
語
言
研
究
所
、
単
刊
、
甲
種
之
一
八
、
商
務
印
書
館
、
一
九

四
七
年
、
上
海
、
二
四
四
─
二
四
六
頁
。

（
73
）　
「
繁
衍
人
類
」『
中
国
少
数
民
族
神
話
滙
編
・
洪
水
篇
』
中
央
民

族
学
院
少
数
民
族
古
籍
整
理
出
版
、
一
九
八
四
年
、
二
三
九
頁
。

（
74
）　

馬
学
良
編
著
『
彝
族
文
化
史
』
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九

年
一
二
月
、
二
二
二
─
二
二
三
頁
。

　
　
　
「
天
上
神
人
和
地
上
神
人
」『
山
茶
』
一
九
八
四
年
第
三
期
、
二

〇
─
二
五
頁
。

（
75
）　

康
健
、
王
冶
新
、
何
積
全
（
整
理
）、
王
子
堯
（
翻
訳
）『
洪
水

紀
（
彝
族
史
詩
）』
貴
州
民
族
出
版
社
、
一
九
八
七
年
七
月
、
六
一

─
一
二
〇
頁
。

（
76
）　
『
創
世
記
』
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
、
三
四

─
九
四
頁
。

　
　
　
「
人
類
遷
徙
記
」『
民
間
文
学
』
一
九
五
六
年
第
七
期
、
一
三
─

二
三
頁
。

（
77
）　
「
銼
治
路
一
苴
─
摩
梭
人
的
洪
水
故
事
─
」『
山
茶
』
一
九
八
二

年
第
三
期
、
二
一
─
二
四
頁
。

（
78
）　
「
寧
蒗
永
寧
区
托
甸
郷
普
米
族
社
会
歴
史
綜
合
調
査
報
告
」『
基

諾
族
普
米
族
社
会
歴
史
綜
合
調
査
』
民
族
出
版
社
、
一
九
九
〇
年

一
二
月
、
一
八
四
頁
。

（
79
）　
「
青
蛙
大
王
与
母
牛
」『
佤
族
民
間
故
事
選
』
上
海
文
芸
出
版
社
、

一
九
八
九
年
四
月
、
二
七
─
三
〇
頁
。

（
80
）　
「
葫
蘆
伝
人
種
」『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
雲
南
巻
、
中
国

ISBN

中
心
出
版
、
二
〇
〇
三
年
五
月
、
二
〇
八
─
二
〇
九
頁
。

（
8（
）　
「
洪
水
滔
天
」『
苗
族
民
間
故
事
遷
』
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九

六
二
年
九
月
、
六
頁
。

　
　
　
「
人
類
来
源
的
伝
説
」『
黎
族
社
会
歴
史
調
査
』
民
族
出
版
社
、

一
九
八
六
年
六
月
、
九
八
頁
。

（
8（
）　

芮
逸
夫
「
苗
族
的
洪
水
故
事
与
伏
羲
女
媧
的
伝
説
」『
人
類
学

集
刊
』
第
一
巻
第
一
期
、
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、

一
九
三
八
年
一
二
月
、
台
北
、
一
五
八
頁
。（

七
三
）　
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馬
昌
儀
『
中
国
神
話
故
事
』
中
国
広
播
電
視
出
版
社
、
一
九
九

六
年
九
月
、
一
五
三
─
一
五
四
頁
。

（
83
）　

彭
義
良
「
創
世
記
」『
民
族
文
化
』
一
九
八
七
年
第
一
期
、
五

八
─
六
〇
頁
。

（
84
）　
「
蠟
普
和
亞
妞
」『
山
茶
』
一
九
八
三
年
第
三
期
、
一
七
頁
。

（
85
）　
「
人
種
流
伝
」『
景
頗
族
民
間
故
事
選
』
上
海
文
芸
出
版
社
、
二

三
頁
。

（
86
）　
「
族
源
的
伝
説
」『
苗
族
社
会
歴
史
調
査
』（
二
）
貴
州
民
族
出

版
社
、
一
九
八
七
年
二
期
、
五
四
─
五
六
頁
。

（
87
）　
「
祖
先
的
来
歴
」『
民
間
文
学
』
一
九
八
四
年
第
二
期
、
一
二
─

一
三
頁
。

（
88
）　
「
開
天
闢
地
」
李
子
賢
『
雲
南
少
数
民
族
神
話
選
』
雲
南
人
民

出
版
社
、
一
九
九
〇
年
七
月
、
三
七
七
頁
。

（
89
）　
「
開
天
闢
地
」『
白
族
神
話
伝
説
集
成
』
中
国
民
間
文
芸
出
版
社
、

一
九
八
九
年
一
一
月
、
一
七
頁
。

（
90
）　
「
兄
妹
伝
人
類
」『
山
茶
』
一
九
八
三
年
第
四
期
、
四
頁
。

（
9（
）　
「
兄
妹
伝
人
類
」『
哈
尼
族
民
間
故
事
選
』
上
海
文
芸
出
版
社
、

一
九
八
九
年
四
月
、
一
六
─
一
八
頁
。

（
9（
）　
「
兄
妹
伝
人
・
異
文
」『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
雲
南
巻
、
中
国

ISBN

中
心
出
版
、
二
〇
〇
三
年
五
月
、
一
六
八
─
一
六
九
頁
。

（
93
）　
「
九
種
蛮
夷
本
是
一
家
人
」『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
雲
南
巻
、

中
国ISBN

中
心
出
版
、
二
〇
〇
三
年
五
月
、
一
八
四
頁
。

（
94
）　
『
梅
葛
』
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
、
四
三
─

四
六
頁
。

（
95
）　
「
洪
水
漫
天
下
（
彝
族
支
系
）
阿
哲
人
」」『
雲
南
少
数
民
族
歴

史
社
会
調
査
資
料
滙
編
』（
一
）、
一
九
八
六
年
一
二
月
、
二
四
五

─
二
四
六
頁
。

（
96
）　

袁
家
驊
「
阿
細
民
歌
及
其
言
語
」
中
国
科
学
院
語
言
研
究
所
編

集
『
語
言
学
専
刊
・
第
五
種
』
中
国
科
学
出
版
社
、
一
九
五
三
年

六
月
、
一
〇
四
─
一
〇
六
頁
。

（
97
）　
「
洪
水
」
谷
徳
明
編
『
中
国
少
数
民
族
神
話‌

』
中
国
民
間
文
学

出
版
社
、
一
九
八
七
年
一
一
月
、
三
六
〇
頁
。

（
98
）　
「
岩
布
林
嘎
・
伊
梯
林
嘎
」『
中
国
各
民
族
宗
教
与
神
話
大
詞

典
』
学
苑
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、
三
一
頁
。

（
99
）　
「
瑪
黒
、
瑪
妞
和
葫
蘆
里
的
人
」『
民
間
文
学
』
一
九
八
一
年
第

一
期
、
四
─
五
頁
。

（
（（（
）　
「
関
于
克
木
図
騰
姓
氏
及
伝
説
調
査
」『
山
茶
』
一
九
三
三
年
第

一
期
、
五
三
─
五
四
頁
。

（
（（（
）　
「
蜂
桶
、
葫
蘆
伝
人
種
」『
拉
祜
族
民
間
故
事
』
雲
南
人
民
出
版

社
、
一
九
九
〇
年
七
月
、
一
八
─
一
九
頁
。

（
（（（
）　
「
人
種
流
伝
」『
景
頗
族
民
間
故
事
選
』
上
海
文
芸
出
版
社
、
一

九
九
一
年
四
月
、
二
二
─
二
五
頁
。

（
（（（
）　
「
洪
水
故
事
」（
一
）『
中
国
少
数
民
族
神
話
滙
編
・
洪
水
篇
』

中
央
民
族
学
院
少
数
民
族
古
籍
整
理
出
版
、
一
九
八
四
年
、
二
頁
。

（
（（（
）　
「
洪
水
故
事
」（
二
）『
中
国
少
数
民
族
神
話
滙
編
・
洪
水
篇
』

中
央
民
族
学
院
少
数
民
族
古
籍
整
理
出
版
、
一
九
八
四
年
、
三
頁
。

（
（（（
）　
「
皮
縄
造
人
」『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
四
川
巻
、
中
国ISBN

中
心
出
版
、
一
九
九
八
年
三
月
、
九
三
八
頁
。

（
（（（
）　
「
蜂
桶
、
葫
蘆
伝
人
種
」『
拉
祜
族
民
間
故
事
』
雲
南
人
民
出
版

社
、
一
九
九
〇
年
七
月
、
一
八
─
一
九
頁
。

（
（（（
）　
「
民
族
的
来
源
」『
査
姆
』
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
二

月
、
七
三
─
七
五
頁
。

（
七
四
）　



中
国
の
洪
水
神
話
に
お
け
る
兄
妹
婚
神
話
の
位
置
付
け
と
構
造
分
析

七
五
（
七
五
）　

（
（（（
）　
「
伏
羲
兄
妹
伝
人
種
」（
彝
族
支
系
白
彝
人
）『
雲
南
少
数
民
族

社
会
歴
史
調
査
資
料
滙
編
』（
一
）、
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八

六
年
一
二
月
、
二
四
七
─
二
四
八
頁
。

（
（（（
）　
「
葫
蘆
人
」（
岩
峰
、
王
松
、
刀
保
堯
著
『
傣
族
文
学
史
』）
雲

南
民
族
出
版
社
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
、
八
六
─
八
七
頁
。

（
（（（
）　

田
兵
「
苗
族
名
称
与
今
天
苗
族
」『
南
風
』
第
三
期
、
一
九
九

二
年
六
月
、
七
三
頁
。

（
（（（
）　

呉
澤
林
「
苗
族
中
祖
先
来
歴
的
伝
説
」（
馬
昌
儀
編
『
中
国
神

話
学
文
論
選
萃
』
中
国
広
播
電
視
出
版
社
）、
一
九
九
四
年
二
月
、

四
三
二
頁
。

（
（（（
）　
「
洪
水
滔
天
」『
中
国
各
民
族
宗
教
与
神
話
大
詞
典
』
学
苑
出
版

社
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、
五
九
一
頁
。

（
（（（
）　
「
伏
羲
兄
妹
制
人
煙
」『
民
間
文
学
』
一
九
六
四
年
第
三
期
、
四

九
─
五
一
頁
。

　
　
　
「
伏
羲
和
女
媧
」『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
四
川
巻
、
中
国

ISBN

中
心
出
版
、
一
九
九
八
年
三
月
、
五
一
─
五
二
頁
。

（
（（（
）　

楊
利
慧
『
女
媧
的
神
話
与
信
仰
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一

九
九
七
年
一
二
月
、
四
一
─
四
二
頁
。

（
（（（
）　
「
伏
羲
和
女
媧
的
故
事
」『
民
間
文
学
』
一
九
八
六
年
第
一
期
、

一
一
─
一
四
頁
。

（
（（（
）　
「
洪
水
的
伝
説
」（
陶
陽
・
鍾
秀
編
『
中
国
神
話
』）、
上
海
文
芸

出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
八
一
─
一
八
三
頁
。

【
附
記
】

本
稿
は
二
〇
一
〇
年
八
月
に
雲
南
で
開
催
さ
れ
た
「
兄
妹
婚
神

話
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
も
の
を
論
文
に
纏
め
、
井
上

（
村
上
）
順
子
「
兄
妹
婚
神
話
在
中
国
洪
水
神
話
中
的
定
位
及
其
結
構

分
析
」（『
形
態
・
語
境
・
視
野
│
│
兄
妹
婚
神
話
与
信
仰
民
俗
曁
雲

南
省
開
遠
市
彝
族
人
祖
廟
考
察
与
研
究
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』

雲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も

の
に
、
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。（
二
〇
一
五
年
一
月
二
五
日
、

記
）


